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第 1 章 序論
1.1 研究の背景
複合助詞「に対して」は中上級レベルの日本語教育において必ず出てくる項目であり、
日本語を母語としない学習者の場合、母語と日本語との用法・意味体系上のずれが生じる
ところに、日本語学習上の困難な点がある。とりわけ「を」「に」「にとって」「について」
「に向かって」の代りに「に対して」を使ってしまう誤用は、中国人学習者の間に顕著に
見られる。（1）と（2）のような用例は格助詞「を」「に」を使うべきところに「に対して」
を使ってしまう誤用である。（3）（4）（5）のような用例は複合助詞「にとって」「について」
「に向かって」を使うべきところに「に対して」を使ってしまう誤用例である。
（1）近代の日本は西洋文化（×に対して／○を）大規模に吸収した。
（近代的日本大规模的吸收了西洋文化。）
（2）別れ際、彼女のほほ（×に対して／○に）キスをした。
（分别的时候在她的面颊上亲了一下。）
（3）この本は私（×に対して／○にとって）難しすぎる。 （横田 2006）
（这本书对我来说太难了。）
（4）日本人は中国人（×に対して／○について）よく理解していない。（瀋 2009）
（日本人对中国人不是很理解。）
（5）窓（×に対して／○に向って）座っている。
（对窗而坐。）
先行研究では、中国人学習者における複合助詞「に対して」に関する誤用が顕著である
ことについて、既に指摘されている。
張（2001）によれば、中国語を母語とする学習者は、多くその漢語語彙を使う傾向があ
り、類似した意味の言葉で、漢語語彙と和語語彙とがあれば、たいてい漢語語彙のほうを
優先して使う傾向があるという。たとえば、中国語を母語とする学習者は「私に対してこ
れは簡単だよ」と、「にとって」を使ったほうがよいところに「に対して」を使ってしまう。
庵ら（2002）は、中国人学習者では、「を」と他の複合助詞などを済ませたほうがよい
ところに「に対して」を使っている誤用現象が多いと指摘している。
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小野（2005）は「複合格助詞「について」「にとって」「に対して」の使い分けは、日本
語学習者にとって習得が困難なものの一つであり、特に「について」「にとって」の代りに
「に対して」を用いる傾向は、中国人学習者のあいだに顕著に見られる」と述べている。
横田（2006）によれば、日本語教育では、複合助詞は一般に格助詞を導入した後で扱わ
れる中級項目の一つとなっている。「に対して」は動作・行為・態度の対象目標を表し、書
き言葉だけではなく、話し言葉の中でもよく使われ、格助詞「に」に置き換えられるもの
として教えられることが多い。しかし、中国人学習者を含む学習者の誤用には、格助詞「を」、
「に」との混用、複合助詞「にとって」「について」「に向かって」との使い分けに関する
ものがあるという。
このように、中国人学習者における複合助詞「に対して」に関する誤用が顕著であるこ
とが指摘されている。
1.2 研究の目的
本研究の目的は、中国人学習者（中国語を母語とする日本語学習者）における複合助詞
「に対して」に関する誤用の実態を質問紙調査で把握し、中級学習者と上級学習者におけ
る誤用傾向の共通点と相違点を見出し、そのような傾向が現われた原因を明らかにした上
で、日本語教育における「に対して」の指導について提言することである。
先行研究で指摘されたように中国人学習者は複合助詞「に対して」を使用するとき、間
違いやすいのは事実であるが、中国人学習者の間で、複合助詞「に対して」について、ど
のような誤用があるか、その誤用はどのような傾向を呈しているかなどを明確に把握する
必要があると思われる。なぜなら、学習者における誤用傾向を十分に把握してこそ、その
誤用の原因を客観的に把握できるためである。したがって、質問紙調査の手段を通して中
国人中上級学習者における「に対して」の誤用傾向を把握する必要がある。
誤用の検定方法はさまざまあるが、本研究は先行研究を踏まえながら、誤用の実態を把
握した上で、質問紙調査で収集した誤用例を中級学習者の誤用と上級学習者の誤用という
二つに分けて検討する。なぜ二つに区分しなければならないかといえば、学習者の日本語
レベルや学習段階などによって誤用の状況が異なっているためである。中級学習者が犯し
た誤用であるか、上級学習者が犯した誤用であるか、あるいは中上級学習者における共通
の誤用であるのかなどを明確に区分しないと、誤用の実質的な原因をとらえるのは不可能
ではなかろうか。
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どのようにすれば中国人中上級学習者は複合助詞「に対して」に関する誤用を克服し得
るのか、どのようにすれば複合助詞「に対して」の誤用の頻発を避けることができるのか
を解明するために、複合助詞「に対して」に関する誤用の原因を考察しておかなければな
らない。その誤用の原因を解明することによって、誤用を克服する有効な対策が見出され
る可能性があると考えられる。
1.3 本論文の構成
本論文は序論としての第一章、先行研究を紹介する第二章、研究方法を説明する第三章、
調査の結果を示しそれについて考察する第四章、結論と今後の課題を述べる第五章で構成
されている。具体的な内容は次のとおりである。
本章では、複合助詞「に対して」に関する研究の背景と本研究の目的を述べた。
第二章では、従来の複合助詞「に対して」に関する研究における複合助詞の定義・分類、
「に対して」の機能・意味用法についての記述を概観する。さらに、複合助詞「に対して」
の誤用に関する考察について、それぞれの方法・視点を比較しながら整理し、本研究の研
究課題を提示する。
第三章では、本研究の方法すなわち研究の範囲、調査の方法、分析の方法などを述べる。
第四章では、調査結果にもとづいて、中国人中上級学習者における複合助詞「に対して」
に関する誤用の共通点、相違点、調査用例ごとの誤用の特徴を明らかにし、それらの原因
を考察する。
第五章すなわち結論では、本研究の結論を提示し、今後の課題について述べる。
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第 2 章 先行研究
2.1 複合助詞「に対して」の意味・機能
2.1.1 複合助詞の定義・分類
「に対して」「にとって」「について」「に向かって」などの語句の品詞上の分類及び呼称
は、「複合助詞」以外にも、「複合格助詞」「複合辞」「助詞相当語」「格助詞相当句」「後置
詞」などさまざまある。しかし、「複合助詞」という呼称は先行研究に多く見られるため、
本稿では、横田（2006）などに従ってそれらを「複合助詞」と呼ぶことにする。以下、従
来の研究における「複合助詞」の定義・分類を概観する。
砂川（1987）は、複合助詞には助詞が複合して独自の意味を持つものと、名詞・動詞が
実質的な意味を失い、形式化したものとがあるとする。また、複合助詞は「曖昧な関係、
あるいは格助詞によって結び付けられないような結びつきの弱い関係にある二者をことさ
らに関係付けるような働き」を持ち、名詞・動詞起源の複合助詞は形式化に伴い、本来持
っていた構文的な機能―態・相・連体修飾・格関係など―が失われるか、あるいは大きく
制限されるとする。
塚本（1991）は、複合助詞を表記と連体形の形から次の三つのパターンに分けている。
A:「に関して」「に対して」「に向かって」等
B:「において」「について」「に際して」等
C:「にとって」「をして」「として」等
A パターンは漢字で表記される場合が多く、C パターンは平仮名で表記される場合が多
い。B パターンはその中間である。また、A は連体形になりやすいが、C は連体形になりに
くい。B はその中間である。そして A は動詞の意味がより多く残っており、C は動詞の意味
がほとんどなくなっており、形式化が進んでいるとみられるという。
松木（1995）は、複合助詞とはいくつかの語が複合して、ひとまとまりの形で助詞と同
様の機能を果たしている表現であると定義している。また、助詞に格助詞・接続助詞など
の下位分類があるのに対応して、複合助詞にも、「複合格助詞」「複合接続助詞」などいく
つかの種類があるという。
以上、先行研究における複合助詞の定義・分類を概観したが、これらをまとめると次の
ようなことがわかる。
① 複合助詞は単なる構成要素の総合以上の意味を表す。
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② 複合助詞は形式化が進むことによって、動詞の持つ機能がだんだん失われている。
③ 塚本（1991）の複合助詞の分類から見ると、複合助詞「に対して」は漢字で表記さ
れ、さらに連体形をとることができ、動詞の意味がより多く残っている。
2.1.2 複合助詞「に対して」の意味・機能
複合助詞「に対して」の意味は動詞「対する」の意味と深くかかわっている。なぜなら、
複合助詞「に対して」は本来動詞「対する」から由来したからである
1
。森田・松木（1989）
は、「に対して」の意味について「動詞『対する』の“他のものに向かう、応じる”意を引
きつぐため、目標を示すといった方向性や、相対する人物・事物への反作用性などが示唆
されることが多い」と述べ、「に対して」が動詞「対する」の意味を強く残していることを
指摘している。また、横田（2006）も、「に対して」は一般の国語辞典には見出し語として
出ておらず、「に対しての N」も「に対する N」も同様な意味で使われていることから、複
合助詞「に対して」には動詞本来の意味がかなり残っているとしている。
複合助詞「に対して」の機能について、真仁田（2002）は以下のように整理している。
（A）用法の分類
①相手への行為・態度（「～に向かって」「～に向けて」）
②心理状態・思考・能力・特徴（「～について」「～に関して」）
③答え・反応（「～に答えて」）
④行為の原因・目的（「～のために」「～が原因で」）
⑤対置・対応（「～に対応して」）
⑥比較（「～に比して」）
（B）用法の特徴
①「に対して」は格助詞「に」の多義を限定したり、「に」の持つ関係機能を補強し
たりする。
②「に対して」は動詞の必須補語の場合とそうでない場合とがある。
③「に対して」は助詞「を」に近く、働きかけの意味を表す。
④「に対して」は動詞としての実質的な意味が色濃く残っており、形式化が余り進
んでいない。
1白川博之監修 庵功雄・高梨信乃・中西久実子・山田敏弘著（2002）『中上級を教える人のための日本
語文法ハンドブック』スリーエーネットワークを参照
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一方、横田（2006）は『広辞苑』『大辞林』『大辞泉』などの辞書における動詞「対する」
の意味を整理し、検討した上で、動詞「対する」の意味を以下の７つにまとめている。
（A）二つのものが向かい合う場合
①向かい合う ②対比する ③対になる
（B）一方が他方を相手とする場合
④対象とする ⑤応える ⑥応対する ⑦争う、対抗する
さらに、横田（2006）は先行研究と動詞「対する」の上記の意味分類を踏まえて、複合
助詞「に対して」を以下のように分類している。出典を記していない用例は横田（2006）
による。
（A）二つのものが向かい合う場合
①二つを比較する（二つのものがどのように違っているかを述べるときに、比較の
意が出てくる）
・失業率は、昨年の 6.3％に対して今年は 5.8％と低くなっている。
②二つを照応・対応させる（二つのものがどのように対になっているかを述べると
き、対応関係を示す）
・活性化エネルギーの値は PdH0.62 に対して 6.1J/mol であった。
（深尾・馬場：2001）
③割合を示す（二つのものがどのような割合で対になっているかを述べるとき、割
合の基準を示す）
・子供一人に対して年間 10 万円の教育費が必要だ。
④位置を表す基準を示す（二つのものがどのような位置で向き合っているかを述べ
るとき、割合の基準を示す）
・地軸は地球の公転する面に対して傾いている。
（B）一方が他方を相手とする場合
⑤態度･感情など心の動きの対象を示す（主体は人、述語は態度・感情を表す動詞や
形容詞である）
・文学に対して興味を持つようになった。
⑥反応・作用の対象を示す（主体は心や意志を持たないモノであり、述部には「強
い」「弱い」「有効だ」など状態を表す言葉が来る）
・木材は火に対して弱い。
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⑦対抗・抵抗・対処する対象を示す。
・隣国の侵入に対して勇敢に戦った。
⑧動作の向かう先である対象を示す
・病人に対してそんなことは言えない。
複合助詞「に対して」の多様な意味と機能について、真仁田（2002）と横田（2006）は
以上のように分類している。
2.2 介詞“对”の意味・機能
2.2.1 介詞の定義・分類
中国語における介詞は単語と単語及文と文の関係を示す一種の虚詞であり、単独では文
の成分として成立し得ない。一般に介詞の後に接するのは名詞、代名詞あるいは名詞に相
当するほかの品詞である。介詞はその目的語と一緒に介詞のフレーズになり、文において
状語（連用修飾語）、叙述語、補語あるいは介詞目的語として働く。介詞は時間介詞、場所
介詞、方式介詞、原因介詞と他の介詞に分けられている。
介詞は日本語で言えば接置詞ともいう。接置詞は名詞文の中での存在形式として他の主
要な単語（動詞と名詞）とある関係で結びつく。実質的な意味をもつ名詞の文中での存在
形式として補助的に働くものである。中国語の接置詞と日本語の接置詞が異なっているの
は実質的な意味を持つ名詞の前にあるか後にあるかという点である。言語の類型論によれ
ば、中国語の語順はＳＶＯであるのに対して、日本語はＳＯＶである。このため、日本語
の接置詞は後置詞であり、中国語の接置詞は前置詞であるといわれている。そこで、日本
語において、中国語の介詞を前置詞といったほうがふさわしいと思われる。
2.2.2 介詞“对（于）”の意味・機能
《汉语常用虚词词典》（曲阜師範大学本書編写組編著 1995）によれば、“对”の意味・
機能には以下の 5 種類がある。
①引进动作、行为的对象。（行為、動作の対象を持つものを導入する）
・村长是外来的，对村里的情况不十分了解。
（村長はよそから来たので、村のことをよく知っていない）
②引进动作、行为的关系者。（行為、動作の関係を持つものを導入する）
・对这个问题我有不同的看法。
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（この問題について、私は別の意見を持っている）
③表示对待。（対処を表す）
・我们应当对革命工作认真负责，一丝不苟。
（われわれは革命の仕事に慎重な態度をとるべきだ）
④“对……来说”这种结构，有把要谈论的对象单独提出来并加以强调的作用。（“对……
来说”という構造は話題の対象を前にして強調する働きがある）
・未来对我们来说就是光明，就是胜利。
（将来はわれわれにとって、光明であり、勝利であることだ）
⑤“对”有时引进动作、行为的方向或目标，大致相当于“向”或“朝”。动作性较强，可
以加“着”，后面一般跟行为动词。（“对”は動作、行為の方向あるいは目標を導入する
場合もある。この場合、“着”と一緒に使い、その後の文は行為動詞を接するのが通常
である。）
  ・她对大伙说出了心里话。
（彼女は皆に向かって真意を言い出した）
・他对着敌机打了一枪。
（彼は敵機に向かって鉄砲を撃った）
2.3 複合助詞「に対して」と介詞“对”の相違点
以上をまとめてみると、日本語の複合助詞「に対して」と中国語の介詞 “对”の相違点
は一言でいえば、日本語の複合助詞「に対して」のカバーする範囲が中国語の介詞“对”
より狭い。馬（2003）によれば、中国語の介詞 “对”のカバーする範囲は広く、日本語の
複合助詞「に対して」のみならず、「に向かって」、「にとって」などにも対応しているとい
う。具体的に言えば、以下のようにまとめられるという。
①中国語の介詞“对”のカバーする範囲は日本語の複合助詞「に対して」のみならず、
「にとって」「について」「に向かって」及び格助詞「を」「に」などにも対応している。
②複合助詞「に対して」は「方向」を表す“对”と、「関連関係」を表す“对”とには対
応していない。
③複合助詞「に対して」は「対象・目標」を表す“对”の中の「述語動詞が動作動詞」
である場合、及び“对……来说”が文の実質的な主体を示す場合、それらに対応しな
い。
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2.4 「に対して」の誤用
複合助詞「に対して」の誤用の研究に関する先行研究には、主に誤用の分類、誤用分析
と対照分析という三つの部分がある。
2.4.1 「に対して」の誤用の分類
管見によれば、先行研究における複合助詞「に対して」の誤用の分類に触れた研究は張
（2001）、横田（2006）、瀋（2009）のみである。
張（2001）は中国語話者の母語干渉の視点から複合助詞「に対して」の誤用を以下の三
種類に分けている。（以下の例文は張 2001 による）
①「にとって→に対して」型複合格助詞の誤用
・×結婚なんか人間に対して本当に幸せですか？
（○結婚なんか人間にとって本当に幸せですか？）
②「に向かって→に対して」型複合格助詞の誤用
・×「あなたは実にすてき」と太郎は花子に対して言った。
（○「あなたは実にすてき」と太郎は花子に向かって言った。）
③「について→に対して」型複合格助詞の誤用
･×人事の件に対しては公表を待つしかありません。
（○人事の件については公表を待つしかありません。）
複合助詞「に対して」の誤用の分類について、横田（2006）も触れている。横田（2006）
において、複合助詞「に対して」に関連する誤用項目を以下の四つに分類している。（以下
で引用元を示していない用例は調査で収集したものか筆者の作成によるものである）
①格助詞「を」と「に対して」
・×祖父に対して尊敬する。
（○祖父を尊敬する。） （横田:2006)
②格助詞「に」と「に対して」
・×彼はＵＦＯに対して熱中している。
（○彼はＵＦＯに熱中している。）
③複合助詞「について」と「に対して」
・×研究計画に対して話し合った。
（○研究計画について話し合った。） （張:2001）
④複合助詞「にとって」と「に対して」
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・×この本は私に対して難しすぎる。
（○この本は私にとって難しすぎる。） （横田:2006）
瀋（2009）では、「に対して」を具体的にどんな形と混同しているか、どう直せばいいか
という視点から、「に対して」の誤用を「格助詞」の誤用（「を」「に」の誤用）、「複合助詞」
の誤用（「について」「にとって」「において」「に向かって」の誤用）、「その他」（「に対す
る」（連体形）の誤用、接続上の問題など）という三つのパターンに分けている。（以下の
例文は瀋 2009 による）
①「格助詞」の誤用（「を」「に」の誤用）
・×これはお客さんに対して尊敬する言い方である。
（○これはお客さんを尊敬する言い方である。）
・×私も、大部分の人々の意見のように、死刑制度の存置に対して賛成する。
（○私も、大部分の人々の意見のように、死刑制度の存置に賛成する。）
②「複合助詞」の誤用（「について」「にとって」「において」「に向かって」の誤用）
・×日本人は台湾の人に対してよく理解していません。
（○日本人は台湾の人についてよく理解していません。）
・×金持ちに対して、こんな数の損失はわずかでしかない。
（○金持ちにとって、こんな数の損失はわずかでしかない。）
・×死刑制度は、今の社会状況に対して必要な犯罪防止手段である。
（○死刑制度は、今の社会状況において必要な犯罪防止手段である。）
・つまらない留守番電話に対して話さなくてもメッセージを送って送信できる。
（○つまらない留守番電話に向かって話さなくてもメッセージを送って送信できる。）
③「その他」（連体形の誤用や接続上の問題など）
・×人々が職に対しての観念が変わってきた。
（○人々が職に対する観念が変わってきた。）
・×日本人は「letter」だと思うに対して、中国人は「tissue paper」だと思う。
（○日本人は「letter」だと思うのに対して、中国人は「tissue paper」だと思う。）
上述したように誤用の分類に関して、張（2001）は母語干渉の視点によって、「にとって
→に対して」「について→に対して」「に向かって→に対して」という三つのパターンに分
けている。横田（2006）は意味･機能の視点から出発し、複合助詞「に対して」の誤用を「を
→に対して」「に→に対して」「について→に対して」「にとって→に対して」という四種類
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に分けている。瀋（2009）は言語の形態と解決策の観点によって、複合助詞「に対して」
の誤用例を「格助詞」の誤用、「複合格助詞」の誤用、「その他」という三つの型に分けた。
しかし、実態調査を通して分類を行っているのは瀋（2009）のみである。そして、瀋（2009）
の調査対象は上級学習者に限られている。三人の研究者は分類するときに複合助詞「に対
して」の誤用の形態上と意味上の特徴を指摘しているが、学習者の日本語レベルの違いを
同一視してしまう傾向があり、誤用の実態を十分に把握していない。
2.4.2 「に対して」の言語内の要因による誤用
誤用分析には、言語内の誤用分析と言語間の誤用分析がある。広義の誤用分析とは、外
国語を学習する学習者がその目標言語を使用するときに犯す間違いの原因を分析する学問
である。それにもとづいていえば、言語内の誤用分析とは外国語を学習する学習者がその
目標言語を使用するときに犯す間違いにおけるその言語内の原因を明らかにするものであ
る。日本語の複合助詞「に対して」の誤用分析について、数多くの研究者が既にさまざま
な視点から言及している。これまで、複合助詞「に対して」に関する言語内の誤用分析と
して「を→に対して」「に→に対して」「にとって→に対して」「について→に対して」とい
う四つの誤用型についての分析が行われている。
2.4.2.1 「を→に対して」の誤用
「を→に対して」の誤用について、市川（1997）は対象を表す「に対して」の誤用例の
中において、「を」を使うべきところに「に対して」を使っているものが多いと指摘してい
る。この型の誤用の原因について、庵ら（2002）、小野（2005）、横田（2006）、瀋（2009）
はそれぞれの視点から分析している。
庵ら（2002）は「に対して」が動作・感情・態度の向けられる対象を表すと述べ、「その
少女は田中君（○を／×に対して）愛していた」のような例は感情の向かう対象がヲ格で
表されるので、複合助詞「に対して」を用いることはできないと説明している。
小野（2005）において、複合助詞「に対して」は「日本軍は真珠湾（○を／×に対して）
攻撃した」や「親は子供（○を／×に対して）信頼しなければならない」などのような例
における格助詞「を」をとる動詞「攻撃する」「信頼する」とは共起することができないと
指摘されている。
横田（2006）は以下のように述べている。
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行為の対象を表すためには、動詞の多くは目的語にヲ格をとる。目的格に「を」をと
る動詞には「に対して」は使えない。「＊川端康成に対して研究する」というような誤
用例においては、川端康成は「研究する」行為の対象ではないので、「に対して」は使
えない。研究する対象を表すには「を」でなければならない。態度を表す動詞でも「に」
をとらないで「を」をとる動詞（「尊敬する」、「除名する」、「差別する」、「軽蔑する」
など）の場合は、「＊祖父に対して尊敬する」のように「を」を「に対して」に言い換
えることはできない。
横田（2006）の研究を踏まえ、瀋（2009）は以下のようなより細かい分析を行っている。
瀋（2009）は「対象」を表す「に対して」について「動作、感情、態度」の対象として捉
えられているのがほとんどであるが、その中で心理動詞の感情の対象の場合、「に対して」
ではなく、「を」をとると指摘している。また、心理動詞の感情の対象をあらわす場合、そ
れはその動詞が意図的で、心の働きかけを一種の動作として捉えているのであるのに対し
て、「に対して」は距離感、全体性を要求しているという。
上述した横田（2006）と瀋（2009）の先行研究を合わせまとめると、以下の二つのこと
が指摘されている。
①行為の対象を表すヲ格動詞には「に対して」は使えない。
②心理動詞の感情の対象を表すとき、「に対して」は使えない。
しかし、動作動詞の対象を表す場合、たとえば「この小説は当時の社会生活（×に対し
て／○を）鮮やかに描いている。」という例のように「を」をとるべきところに「に対して」
を使ってしまう誤用が存在していることが指摘されていない。
また、「を→に対して」型の誤用には言語内の誤用のみならず、言語間の誤用もあると
考えられる。言語間の誤用分析について、横田（2006）も瀋（2009）も言及していない。
管見によれば、「を→に対して」に関する言語間の誤用分析は他の先行研究にもないようで
ある。
2.4.2.2 「に→に対して」の誤用
「に→に対して」型の誤用の原因について、庵ら（2002）、小野（2005）、横田（2006）、
瀋（2009）は複合助詞「に対して」の意味と機能の視点から明らかにしている。
庵ら（2002）は「に対して」が多くの場合、ニ格で言い換えることができるが、「彼は彼
女の長い髪（○に／×に対して）そっと触れた」という例のように、ニ格で現される対象
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のうち動作が直接及ぶ対象である場合、複合助詞「に対して」がニ格と置き換えることが
できないと述べている。
小野（2005）の分析から見れば、「に対して」は、一定の距離を置いたうえでの、動作
主の（全体的に一つのものとして捉えられた）対象に対する物理的・心理的アプローチを
表すので、「私は彼女（○に／×に対して）キスをした」「彼女は電柱（○に／×に対して）
ぶつかった」のような動作主が対象に直接接触する動作を表す文においては用いることが
できない。
横田（2006）によれば、複合助詞「に対して」が、動詞「対する」の一義的な意味「二
つのものが向かい合う」という意味を強く留めた形で使われている傾向が強い場合は格助
詞「に」に言い換えにくいという。具体的にいえば、複合助詞「に対して」の意味分類に
おける「比較」「照応」「割合」「位置基準」「対抗・抵抗・対処・処遇の対象」は、複合助
詞というよりも動詞「対する」本来の形で使われている傾向が強いため、複合助詞「に対
して」を格助詞「に」に置き換えにくい。
瀋（2009）は、「「対象」を表す場合、「に対して」と「に」は方向性を示す面に共通性を
持っているが、述語動詞と対象物との関係の面からいうと、「に」は直接性、結果密着性、
「に対して」は距離感、全体性を持っているといえる」と述べている。瀋（2009）によれ
ば、「メンバーは反響の大きさ（○に／×に対して）驚いている」のように、心理動詞「驚
く」は結果的で、外部環境からの刺激によって直接的に感情反応が起こされるという結果
を表している。「に」格をとるのは感情が起こる外部原因ともいえるが、「に」格には直接
性と結果密着性があるのに対して、複合助詞「に対して」は距離感と全体性を持っている
という。
小野（2005）、横田（2006）、瀋（2009）の分析では、どのような場合、複合助詞「に対
して」は格助詞「に」と言い換えることができないかあるいは置き換えにくいかというこ
と（「対象」を表すときに、与格として、「に」でなければならない場合と「に対して」で
なければならない場合）が明らかにされている。しかし、誤用の原因として、複合助詞「に
対して」は格助詞「に」と言い換え可能な場合が多いということは指摘されていない。た
とえば、「青年は国家の政治（○に／○に対して）期待をしていない」、「国民は総理大臣の
無責任な態度（○に／○に対して）抗議した」のような文において、「に」も「に対して」
も自然である。このように、格助詞「に」と複合助詞「に対して」は置き換え可能な場合
が多いからこそ、誤用が生じるのではないかと考えられる。
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また、中国人学習者における誤用の原因として、中国語からの影響すなわち母語干渉に
おける負の転移も重要であると思われる。「太郎は花子に言った。「あなたは実にすてきだ。」
（太郎对花子说：“实际上你很漂亮”。）」という例のように、日本語の格助詞「に」は中国
語の介詞“对”と対応する場合もある。これについても先行研究では指摘されていないよ
うである。
2.4.2.3 「にとって→に対して」の誤用
先行研究において、「にとって→に対して」型の誤用に関する言語内の分析は少ないが、
ないわけではない。庵ら（2002）は複合助詞「にとって」と「に対して」の意味の視点か
ら以下のように説明している。
「に対して」は「対する」という動詞に由来し、「対する」は「向かい合う」という意
味で、接触しない状態での向けられる方向を表す。一方、「にとって」は、「重大だ、
難しい、大切だ」などの評価を表す語が述語になり、そのような評価をもたらす人や
もの、出来事が主語になる。この点で「に対して」とはっきり区別される。
横田（2006）も意味論の観点から複合助詞「にとって」は「その立場からみれば」とい
う意味を表し、その立場から見た評価を表す表現が続くが、複合助詞「に対して」の意味
「態度・感情の対象」と混同され、誤用を生むとしている。「この本は私（○にとって／×
に対して）難しすぎる」という誤用例を挙げ、複合助詞「に対して」の「態度・感情の対
象」の主体が人でなければならないので、「この本」のようなモノが主体ではこの意味には
なりえないとしている。
2.4.2.4 「について→に対して」の誤用
複合助詞「について」と「に対して」の互換性について、張（2001）は以下のように述
べている。
①日本語の「について」と中国語の“对”と似た表記をしている「に対して」とは互い
に類義表現ともいえるほど関係が近い。すべての「について」と「に対して」とが互
いに置き換えられるわけではないが、二つのうちのどちらを使っても差支えがない場
合も少なくない。たとえば、「あの意見（○に対して／○について）私も反対です」と
「君の好意（○に対して／○について）大変ありがたく存じております」のような例
である。
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②しかし、「について」と「に対して」の間の置き換えには厳しい意味的条件が課せら
れている。「について」は行為や態度が関連する物事を表し、「に対して」は行為や態
度が向けられる対象を表す。表している事柄が「行為や態度が関連する物事」とも「行
為や態度が向けられる対象」ともとれて、「について」と「に対して」の両方の意味
的条件を満たしている場合はどちらとも使ってよいということになるが、そうでなけ
れば互いに置き換えることができない。
張（2001）は複合助詞「について」と「に対して」の意味的な視点から中国人学習者に
おける言語内の誤用の原因を明らかにした。しかし、中国人学習者の日本語レベルを区分
せず、中級学習者、上級学習者と超級学習者を同一視している。
森田・松木（1989）では、「に対して」と「について」の使い分けについて、入れ替え可
能な場合、意味にずれが生じる場合、入れ替え不可能な場合という三つの場合に分類でき
ると述べている。瀋（2009）は「こうした用法上の相違は日本語学習者にとって難しいと
ころである」と指摘している。塚本（1991）は、「について」の機能をヲ格と交替できる必
須補語としての機能と、ヲ格と交替できない副次補語としての機能とに分類した。
塚本（1991）を踏まえ、瀋（2009）は「日本人は台湾の人（○について／×に対して）
理解していません」の誤用例では、「について」はヲ格と交替できる必須補語としての機能
と見られるが、このような場合、「に対して」に言い換えにくいと説明している。
2.4.3 「に対して」の言語間の要因による誤用
庵ら（2002）が指摘したように、ある言語の特徴を考えるとき、その言語だけではわか
らないことが他の言語との比較からわかることがある。
対照分析の背景と定義について、張（2001）は「対照分析は 1950 年代ごろから、アメ
リカの Fries などの研究者によって始められたもので、外国語を使うときの学習者の誤り
は基本的に母語のルールの転移によって起こったものとし、そこで、学習者の学習する外
国語とその母語の間の違いを対照的に記述し、得た知識を教材作りや学習指導に生かして
言語学習を効果的に進めていこうとするものである」と述べている。これまで、複合助詞
「に対して」の誤用に関する言語間の干渉として、「について→に対して」「にとって→に
対して」「に向かって→に対して」という三つの誤用型についての分析が行われている。
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2.4.3.1 「にとって→に対して」の誤用
最初に「にとって→に対して」の誤用について対照分析を行ったのは張（2001）である。
張（2001）は「×いい本は学者に対しては一番の宝物である」のような誤用例の原因は母
語の干渉であるという。「にとって」に対応する中国語の表現も「に対して」に対応する中
国語の表現も“对”か「对＋アルファ」なので、中国語を母語とする学習者には「に対し
て」に用いられている漢字の「対」が自国語の表現の中に見られる“对”との同一性によ
って強く印象付けられている。そのため、日本語として「にとって」を使うべきところで
も「に対して」を使うべきところでも、「に対して」を使ってしまうということが起こって
いるのであると張（2001）は述べている。
「この文型は初級の学生（×に対して／○にとって）難しい／重要だ／大切だ／…」の
ような誤用例について、庵ら（2002）は対照の視点から出発し、以下のように説明してい
る。
中国語や韓国語などを母語とする話者は、「に対して」と「にとって」をよく混同する
のは、中国語で「に対して」と「にとって」が同じ形式で表されることによるもので
ある。「×私に対してこれは簡単だよ」というような誤用の背景には学習者の母語であ
る中国語の影響があり、日本語の「～にとって」と「～に対して」は共に中国語の「对
＋漢字」に相当する。「当人にとっても迷惑な話だ（对他本人这也是个负担。）」と「こ
の仕事は私にとっては適切ではない（这种工作对我不合适）」のように、「にとって」
と「に対して」のどちらの意味の場合も中国語では“对”が使われること、しかも“对”
は「に対して」の「対」でもあることが「×私に対して簡単だよ」のような「に対し
て」の過剰使用に結びついている。
「×この本は私に対して難しすぎる」のような誤用に関する対照分析について、横田
（2006）は「中国語を母語とする学習者が「にとって」とすべき箇所に「に対して」を使
う間違いをするのは、「にとって」の中国語訳として「对…来说」が使われるのも理由のひ
とつであると思われる。たとえば「日本経済にとって」を中国語に翻訳すると「对日本经
济来说」というように「对」という漢字が使われる。そこから「にとって」と「に対して」
の混同が生じるとも考えられる」と述べている。
瀋（2009）では、「にとって→に対して」の誤用に関して次のように対照分析がなされて
いる。
中国語の“对…来说”と「にとって」は「ある立場から見た考え方」という意味用法
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や評価的な述語構成などの面ではよく対応しており、このことを知っていれば、一般
に誤用を避けることができる。ところが、“对…来说”を「に対して」とする誤用が多
く出てくるのは、そうした意味用法や文構造などの対応的な面はおそらくまだ十分意
識されていないからであろう。また、「妊娠している婦人（×に対して／○にとって）
煙草の煙は極めて悪いものである」のような誤用例の中国語表現「对孕妇来说，烟是
极其有害的」をみると、二通りの言い方があるが、これは中国語の話し言葉では“对
…来说”がよく“对”の一字に簡略されることがあるためである。中国語母語話者が
こういう言語習慣の影響で、“对”を「に対して」で表現し、誤用したのではないかと
思われる。
「にとって→に対して」の誤用について、張（2001）、庵ら（2002）、横田（2006）、瀋（2009）
はそれぞれ対照分析の視点からその原因を明らかにしたが、中国語の介詞“对…来说”に
おける“…来说”の有無による影響はまったく論じられていない。
2.4.3.2 「について→に対して」の誤用
「について」の縄張りを侵した「に対して」の誤用の原因について、張（2001）は中日
対照の視点から明らかにしている。
中国人学習者は複合助詞「について」を学習するとき、中国語訳から覚えていく傾向が
ある。「について」の多くは、次の例のように、基本的に中国語の“对（于）”に訳される
ため、学習者の頭の中で“对”という表記と「について」がまず結びつくと張（2001）は
述べている。
・今ちょうど彼女の過去について調査しているところです。
（我们现在正在对他的过去进行调查。）
・あなたの進退問題についてはもう検討する余地がありません。
（对于你的进退问题已经没有继续讨论的余地了。）
・彼は娯楽については一切興味がなさそうです。
（他对于娱乐似乎没有任何兴趣。）
瀋（2009）は張（2001）の研究を踏まえ、「一つの文化の形成（×に対して／○について
は）、その起源が重要であると私は考えている」のような誤用について、以下のように分析
している。
日本語では、「に対して」「について」の使い分けがあるが、中国語ではすべて“对”
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に訳すことができる。こうした影響を受けて誤用が多く生じるのである。また、日本
語では佐藤（2001）で指摘されているように、「について」は全体のテーマを差し出す
場合、通常「については」の形をとり、主語に先立って文頭に使用されているが、中
国語でも“对”のあとにポーズを入れ、文の冒頭に持ち出されなければならない。こ
ういう場合の“对”は述語を修飾するのではなく、文全体にかかわるとも言える。こ
のような文中の位置と両方の意味内容の対応は「に対して」の過剰使用を避ける場合
のポイントになる。
上述したように、張（2001）と瀋（2009）は、対照分析の視点によって、中国人学習者
の誤用の原因は母語干渉（言語間の誤用）であることを明らかにした。しかし、複合助詞
「について」の中国語訳語は“对（于）”だけではなく、“就”“关于”“有关”などの訳語
もある。文脈によって、“对（于）”に訳さない場合も少なくないようである。このとき、
中国人学習者の中に誤用が生じるかどうかについて、指摘されていない。また、誤用が生
じるかどうかは学習者の日本語レベルや学習状態と深い関係があるので、中国語を母語と
する日本語学習者を同一視し、誤用の原因は「母語干渉である」という言い方は独断的で
あると思われる。
2.4.3.3 「に向かって→に対して」の誤用
張(2001)によれば、「に向かって」の意味は以下のように四種類に分けられる。
①「移動の方向」や「動作が指向する方角」を表す。 中国語訳：“向”“朝”
②「動作や態度が向かう相手」を表す。 中国語訳：“向”
③「対面するもの」を表す。 中国語訳：“对（着）”
④ある種の言語活動の相手を表す。 中国語訳：“向”“对”
張(2001)は、三つ目の「に向かって」の訳語は“对（着）”になり、四つ目の基本的な
言語活動を表す動詞である「言う」の場合において、その前の「に向かって」は中国語の
“对”に訳さなければならないため、中国語“对”と「に対して」との形の上でのつなが
りによって、「ひどいもんですよ、あの監獄は。壁×に対して正座させられるんですよ」と
いう誤用のように学習者は「に向かって」の代りに「に対して」を使ってしまうと指摘し
ている。つまり、中国の介詞“对”と日本語の複合助詞「に対して」の類似関係によって、
学習者は「に向かって」を使うべきことを知らないまま、「に対して」を使ってしまうのだ
という。
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実際、「に向かって→に対して」の誤用がないわけではないが、瀋（2009）の作文調査
の結果によれば、先行研究で言われている「に向かって→に対して」の誤用はわずか 1 例
にすぎないという。しかし、瀋（2009）の作文調査の対象は上級レベルの授業に出席した
学生に限られている。中級学習者の誤用状況について、全く言及されていない。そこで、
本研究では上級学習者だけではなく、中級学習者も調査の対象とし、「に向かって→に対し
て」の誤用の実態を明らかにしたい。
2.4.4 本研究の研究課題
以上のように、本研究では複合助詞「に対して」の誤用の分類、誤用の原因に関わる問
題を抽出し、先行研究に見られる指摘を検討した。主な先行研究の要点は表 1 のようにま
とめられる。表の○印と×印は誤用の原因への言及の有無を示す。
表 1 主な先行研究が言及している誤用型・誤用の原因
張（2001） 横田（2006） 瀋（2009）
言語内 × ○ ○Ⅰ
を→に対して 言語間 × × ○
言語内 × ○ ○Ⅱ
に→に対して 言語間 × × ×
言語内 ○ ○ ×Ⅲ
にとって→に対して 言語間 × ○ ○
言語内 ○ ○ ○Ⅳ
について→に対して 言語間 ○ × ○
言語内 × × ×
誤
用
型
・
誤
用
の
原
因
Ⅴ
に向かって→に対して 言語間 ○ × ○
先に見たように、従来の「に対して」の誤用に関わる研究の方向について、張（2001）、
横田（2006）と瀋（2009）などはそれぞれの視点から「に対して」の誤用を分類し、誤用
の原因について明らかにしてきたが、そのような分類では「に対して」の誤用の実態が十
分に把握されていない。また、誤用の原因について、張（2001）、横田（2006）では、中級
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学習者の誤用の原因であるか、上級学習者の誤用の原因であるかは示されていない。瀋
（2009）は上級学習者の誤用の原因を分析しているが、中級学習者の誤用の原因に言及し
ていない。
先行研究について、もう一つ指摘すべきことは、研究における「に対して」の誤用例の
収集手段である。先行研究を概観すると、誤用例の収集手段として使われている方法は瀋
（2009）の作文調査のみである。質問紙調査を通して中国人学習者の誤用の実態を把握す
る研究は管見の限り、未だにないようである。本研究の課題として以下の四つがある。
【課題 1】質問紙調査を通じて中国人学習者における複合助詞「に対して」に関する誤
用の実態を明らかにする。
【課題 2】中上級での誤用の異同の傾向すなわち中級学習者と上級学習者における複合
助詞「に対して」に関する誤用の共通点と相違点について、その原因を究明
する。
【課題 3】同じ誤用型の中でも特に誤用率が高い問題文を取り上げ、その原因を究明す
る。
【課題 4】課題 1、2、3 の結果にもとづいて、日本語教育特に日本語教育における複合
助詞「に対して」に関する指導法への示唆を提言する。
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第 3 章 研究方法
本研究は先行研究を踏まえ、中国人学習者における複合助詞「に対して」の誤用を研究
の対象とし、その誤用の実態を明らかにし、中上級での誤用の異同の原因を考察する。
本章では、研究の範囲、データの収集方法、誤用の判定方法、考察の方法について述べ
る。
3.1 研究の範囲
複合助詞「に対して」に関する先行研究は様々ある。その中では、「に対して」の意味と
用法（横田：2006）、「に対して」の用法の分類（真仁田：2002）、「に対して」の用法の指
導（小野：2005）、「に対して」と中国語の“对”の対照分析（張：2001）、「に対して」の
誤用分析（瀋：2009）などが典型的である。また、「に対して」の連体形（「に対する」「に
対しての」）や「に対して」の接続用法（「～のに対して」）などに関する研究も少なくない。
客観的に見れば、どの研究もそれなりの価値があるが、時間と労力の制限があるため、す
べてを明らかにするのは不可能である。そこで、研究の対象について範囲を限定する必要
がある。本研究では、「に対して」の連体用法、接続用法を扱わず、「Ｎ＋に対して＋述部」
の誤用を研究の対象とする。さらに言えば、「を」「に」「にとって」「について」「に向かっ
て」を使うべきところに「に対して」を使ってしまうという誤用現象を本研究のフォーカ
スとして扱う。一方、「に対して」を用いたほうがよいところに「を」「に」「にとって」「に
ついて」「に向かって」を使っている誤用は取り上げない。
にとって
を
に対して について
に
に向かって
図 1 本研究で扱う誤用
本研究で扱う「に対して」の誤用をまとめると以下の五つの型がある。
誤用型Ⅰ 「を」→「に対して」
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誤用型Ⅱ 「に」→「に対して」
誤用型Ⅲ 「にとって」→「に対して」
誤用型Ⅳ 「について」→「に対して」
誤用型Ⅴ 「に向かって」→「に対して」
意味・機能に限定しての観点に立てば、「に対して」が人の行為や態度の対象、またも
のが反応するときの対象を示す場合の誤用を本研究の対象としている。言い換えれば、こ
こで扱う複合助詞「に対して」は、「私の質問に対して何も答えてくれなかった」「私は手
を振って合図したのに対して、彼女は大きく腕を振って応えてくれた」のように、「何かを
対象にし、それに関して、また、それに向けて」という意味を表す「に対して」である。
一方、二つの事柄を比べてその関係（対比、照応、割合、位置）を示す場合は取り上げな
い。たとえば、「兄は背が低いのに対して、弟は背が高い」「塩１に対して酢 3」における
「に対して」のように「対比」「割合」を表す機能の誤用は対象外とする。
また、本研究では、中国人学習者を対象とするが、「中級学習者」と「上級学習者」を同
一視せず、それぞれ調査の個別の対象として扱う。
3.2 データの収集
研究におけるデータの収集手段として、「コーパス」「インタビュー調査」「作文調査」「OPI」
「質問紙調査」などがあるが、本研究は中国人学習者の誤用の実態を把握するため、「質問
紙調査」という手段でデータの収集を行う。調査の具体的な内容は以下に述べるとおりで
ある。なお、調査票を付録として、本稿の末尾に掲載する。
① 調査対象：中国を母語とする中上級日本語学習者
調査の対象が中級学習者であるか、上級学習者であるかについて、主に OPI におけ
る評価の基準と日本語能力試験の認定基準における 1 級と 2 級の学習時間にもとづい
て判定した。OPI における評価基準では、詳細な説明・叙述ができるほか、異常な状
況が処理できる学習者を上級学習者とし、単純な回答ができ、サバイバルの状況が処
理できる学習者を中級学習者としている。日本語能力試験の認定基準における学習時
間では、900 時間程度の学習者を 1 級学習者とし、600 時間（中級コース修了のレベル）
の学習者を 2 級学習者としている。
本調査では、この二つの評価と認定基準を考え合わせたうえで、2 級認定証を持っ
ている学習者の場合、所要認定時間を問わず、中級学習者であると認める。1 級認定
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書を持っている学習者の場合、1 級学習者であると認める。日本語能力試験の認定書
を持っていない場合は学習時間に従って規定する。すなわち、学習時間が約 600 時間
である学習者を中級学習者とし、約 900 時間である学習者を上級学習者とする。
② 調査方法：質問紙調査（文法規則操作法・選択式 34 問）
すべての問題文に a のように中国語訳を付ける。
a 这 说本小 对 时 进 动 绘当 的社会生活 行了生 的描 。
この小説は当時の社会（ ）鮮やかに描いている。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
b と b′のように、中国語訳で“对”を使っても使わなくてもいい問題文について
は同じ問題文の訳に“对”を付けたものと付けないものを出題する（34 問中 12 問）。
b 历与学 相比他对经历 视更加重 。
学歴よりも彼は経験（ ）重視する。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
b 历 视经历′与学 相比他更加重 。
学歴よりも彼は経験（ ）重視する。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
c と c′のように、中国語訳で 说“…来 ”を使っても使わなくてもいい問題文につ
说いては、同じ問題文の訳に“…来 ”を付けたものと付けないものを出題する（34
問中 6 問）。
c 对 乐于我，登山是极大的快 。 
ぼく（ ）山登りはかけがえのない楽しみだ。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．に向かって
c′对 说 乐我来 ，登山是极大的快 。 
ぼく（ ）山登りはかけがえのない楽しみだ。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．に向かって
また、調査を行うとき使用した調査票はランダムに並べ替えたものである。なぜ
なら、ランダムに並べ替えないと、調査の意図が気づかれやすいためである。
③ 誤用判定：調査票を作る前に日本語母語話者５名に協力を求め、調査票の問題文に
ついて、複合助詞「に対して」を選ぶと誤用であるかどうかを判定する。
④ 調査機関：日本における大学、専門学校と中国における大学
2
日本：東北大学、広島大学、宮城教育大学、東北外国語観光専門学校
中国：東南大学、徐州師範大学、青海民族大学、青海師範大学
2 このほかインターネットや知人を通じても調査を行った。
- 24 -
⑤ 被調査者の人数：300 人（中、上級学習者各 150 人）
⑥ 調査の時期：2010 年 9 月 1 日から 2010 年 9 月 30 日まで
3.3 考察の方法
張（2001）は「誤用分析は第二言語習得研究、つまり人間が母語以外の言語を学習する
ときのあり方を研究するという学問の三つの三段階（対照分析、誤用分析、中間言語分析）
の一つの段階を指す用語である」と指摘している。言い換えれば、誤用分析は第二言語習
得研究に属しているといえるだろう。したがって、誤用分析を行う際には、第二言語習得
理論の導入が欠かせないと思われる。本研究では、誤用を考察する際、第二言語習得理論
における「誤用分析」と「対照分析」に重きを置く。研究の現状から見れば、総合的な研
究である「中間言語分析」のほうが進められる時代であるが、個々の誤用を克服するため
の誤用分析と対照分析も必要であると考えられる。
誤用分析：外国語を学習する者がその外国語を使うときに犯す間違いの原因を分析する
学問である。本研究ではこのような意味で誤用分析を行う。
誤用に関する対照分析:外国語を使うときの学習者の誤りは基本的に母語のルールの転
移によって起こったものとし、そこで、学習者の学習する外国語とその母語
の間の違いを対照的に記述し、得た知識を教材作りや学習指導に生かして言
語学習を効果的に進めていこうとするものである。本研究はこのような意味
と目的で対照分析を行う。
上記の質問紙調査の結果で明らかになった中国人中上級学習者の「に対して」に関する
誤用の傾向について、対照分析を含む誤用分析を行い、言語内の要因と言語間の要因の二
つの視点から考察した。考察の過程を要約すると、以下のとおりである。
①調査の結果によるデータをまとめた上で中上級学習者における複合助詞「に対して」
に関する誤用の実態すなわち中級学習者と上級学習者における誤用の異同を明らか
にする。その際にχ ²検定による検定も実施する。
②中上級学習者と上級学習者における誤用の共通点と相違点の原因を究明する。
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③同じ誤用型の中でも特に誤用率が高い問題文を取り上げ、その誤用の傾向及び誤用
の原因を究明する。
④前述の三つの結果にもとづいて、日本語教育特に日本語教育における複合助詞「に
対して」に関する指導法への示唆を提言する。
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第 4 章 結果と考察
本章では質問紙調査で得られたデータを使い、中国人学習者における複合助詞「に対し
て」に関する誤用の中級と上級での共通点と相違点及び調査で用いた問題文の誤用に関す
る傾向を考察する。
4.1 中国人中上級学習者における誤用の実態
4.1.1 全体的な誤用傾向
中国人中上級学習者における「に対して」の誤用に関する調査の全体的な結果を表 2 に
示す。表 2 が示しているのは、調査の回答に現われた 5 つの誤用型における複合助詞「に
対して」に関する誤用の平均誤用数･誤用率、他の誤用の平均誤用数・誤用率、サム
3
誤用
の平均誤用数・誤用率及びそれぞれの平均正用数・正用率である。
表 2 を見ると、同様の傾向が示されているのではないかと考えられる。表 2 のデータ
を見る限り、誤用型に関わらず、サムの誤用数・誤用率に関しては、上級学習者より中級
学習者のほうが顕著であり、高いといえる。また、誤用型Ⅴ以外では、中級学習者と上級
学習者のサムの誤用数・誤用率はともに著しい。ところが、複合助詞「に対して」の誤用
のみに限定すれば、別の傾向になる。「に対して」の誤用では、中級学習者にせよ、上級学
習者にせよ、誤用型Ⅰ、誤用型Ⅲ、誤用型Ⅳの誤用が際立つ。しかも、誤用型Ⅰ、Ⅲ、Ⅳ
においては、中上級学習者の誤用の差はあまりない。中上級学習者各 150 人の調査の中で、
誤用型Ⅰの誤用数・誤用率は中級学習者・上級学習者ともに 37.6（27％）であり、誤用型
Ⅲの誤用数・誤用率は中級学習者が 35.0（23％）、上級学習者が 32.0（22％）であり、誤
用型Ⅳの誤用数・誤用率は中級学習者が 39.8（27％）、上級学習者が 37.7（25％）である。
3 調査の結果によるデータを見ると、学習者の誤用は複合助詞「に対して」の誤用だけでなく、格助詞
間の誤用、格助詞と他の複合助詞の間の誤用及び「に対して」以外の複合助詞間の誤用もある。これら
の誤用を含めて、すべての誤用数・誤用率をサムの誤用数･誤用率と呼ぶ。ただし、本研究では、複合助
詞「に対して」の誤用以外の誤用を考察の対象外とする。
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表 2 各誤用型の全体的な誤用状況
中級学習者 上級学習者誤
用
型
「に対
して」の
誤用
他の誤
用
サム誤
用
正用 「に対し
て」の誤
用
他の誤用 サム誤用 正用
Ⅰ 37.6
（25％）
49.9
（33%）
87.5
（58％）
62.5
（42％）
37.6
（25％）
25.6
（17％）
63.2
（42％）
86.8
（58％）
Ⅱ 20.8
（14％）
57.2%
（38%）
78.0
（52％）
72.0
（48％）
13.2
（9％）
33.8
（22％）
47.0
（31％）
103.0
（69％）
Ⅲ 35
（23％）
24.1
（16%）
59.1
（39％）
90.9
（61％）
32.0
（22％）
11.6
（7％）
43.6
（29％）
106.4
（71％）
Ⅳ 39.8
（27％）
24.8
（16%）
64.6
（43％）
85.4
（57％）
37.7
（25％）
9.3
（6％）
47.0
（31％）
103.0
（69％）
Ⅴ 12.8
（9％）
13.4
（8％）
26.2
（17％）
123.8
（83％）
3.6
（2％）
6.6
（5％）
10.2
（7％）
139.8
（93％）
それに比べると、誤用型Ⅱと誤用型Ⅴの誤用率がやや低い。すなわち、誤用型Ⅰ、Ⅲ、
Ⅳの誤用率と比べると、誤用型Ⅱと誤用型Ⅴでは、その誤用率は中級学習者・上級学習者
ともに低いといえる。
表 2 に現れた中級学習者と上級学習者の誤用数の偏りを検定するために、χ²検定を実施
した。表 3 と表 4 が示しているのはχ²検定の結果である。
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表 3 表 2 に関するχ²検定の結果
中級学習者 上級学習者誤用型
「に対して」の誤用 「に対して」の誤用
Ⅰ を→に対して 301（318.934） 301（283.066）
Ⅱ に→に対して 104▲（90.065） 66▽（79.935）
Ⅲ にとって→に対して 280（286.087） 260（253.913）
Ⅳ について→に対して 318（328.471） 302（291.529）
Ⅴ に向かって→に対して 64▲（43.443） 18▽（38.557）
×2（4）=28.404，p＜.01 Phi=0.118 （▲有意に多い、▽有意に少ない、p＜.05）
（ ）内は期待値
表 4 表 3 における各誤用型の誤用の調整された残差
中級学習者 上級学習者誤用型
「に対して」の誤用 「に対して」の誤用
Ⅰ を→に対して －1.749 ＋ 1.749 ＋
Ⅱ に→に対して 2.238 ＊ －2.238 ＊
Ⅲ にとって→に対して －0.613 ns 0.613 ns
Ⅳ について→に対して －1.013 ns 1.013 ns
Ⅴ に向かって→に対して 4.644 ＊＊ －4.644 ＊＊
（＋p＜.10 ＊p＜.05 ＊＊p＜.01）
検定の結果、誤用型Ⅰ、Ⅲ、Ⅳでは、中級学習者と上級学習者は共通の誤用傾向が現
れた。すなわち、誤用型Ⅰ、Ⅲ、Ⅳにおいては、上級学習者になってもその誤用が直ら
ない。
一方、誤用型Ⅱと誤用型Ⅴの誤用数の偏りは有意であった（p＜.05）。そこで、中級学
習者と上級学習者の誤用の特徴を把握するために実数と期待値（各誤用型の誤用数の比
率と中上級学習者の誤用数の比率から割り出した数値）の差を用い、下位検定として残
差分析を行った。その結果、表 3 と表 4 が示したとおり、誤用型Ⅱと誤用型Ⅴの誤用数
の場合には、中級学習者が有意に多く、上級学習者が有意に少ないことがわかる。した
がって、誤用型Ⅱと誤用型Ⅴでは、中級学習者と上級学習者の誤用が相違する傾向が現
われる。
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以上より、中国人中上級学習者における複合助詞「に対して」の誤用に関する本研究
の調査の結果を誤用型ごとに見ると、以下の誤用傾向があることが明らかである。
●誤用型Ⅱ、誤用型Ⅴと比べてみると、中級学習者と上級学習者ともに誤用型Ⅰ、
誤用型Ⅲ、誤用型Ⅳの誤用が顕著である。
●誤用型Ⅱと誤用型Ⅴの誤用について、中級学習者と上級学習者ともに低いといえ
るが、上級学習者より中級学習者のほうが高い。
4.1.2 中国語訳の違いによる誤用傾向
中国人学習者の誤用は中国語からの干渉（母語干渉）と関わっていると言われている
（張 2001）。調査の問題文の中国語訳に介詞 “对”のある場合と“对”のない場合で
は誤用率に違いがあるだろうか。また、中国語訳語“对…来说”に関して、“…来说”が
ある場合と“…来说”がない場合でどのように違うだろうか。表 5 が示しているのは調
査用例における誤用型Ⅰの 1 と 2、3 と 4、5 と 6 及び誤用型Ⅳの 22 と 23、24 と 25、26
と 27 という 6 ペア（12 問）の平均誤用数・誤用率である。
表 5 中国語訳“对”の有無による誤用数・誤用率の違い
誤用型 中級学習者（誤用数・誤用率） 上級学習者（誤用数・誤用率）
“对”のない場合：13.0（9％） “对”のない場合： 7.0（５%）Ⅰ
“对”のある場合：62.0（41％） “对”のある場合：68.0（45%）
“对”のない場合：12.0（8％） “对”のない場合：15.0（10%）Ⅳ
“对”のある場合：87.0（58%） “对”のある場合：81.0（54%）
表 5 が示しているとおり、誤用型Ⅰでは、中国語の介詞“对”のない場合、中級学習者
の誤用率が 9%、上級学習者が 5％であるのに対して、“对”のある場合、中級学習者の誤用
率が 41％、上級学習者が 45%である。誤用型Ⅳでは、中国語の介詞“对”のない場合、中
級学習者の誤用率が 8%、上級学習者が 10%にすぎないが、“对”のある場合、中級学習者の
誤用率が 58%、上級学習者が 54%である。
表 6 が示しているのは調査用例における誤用型Ⅲの 14 と 15、16 と 17、18 と 19 の平
均誤用数・誤用率である。
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表 6 中国語訳語“…来说”の有無による誤用数・誤用率の違い
誤用型 中級学習者（誤用数・誤用率） 上級学習者（誤用数・誤用率）
说“…来 ”のある場合：31（21％） 说“…来 ”のある場合：26.7（18％）Ⅲ
说“…来 ”のない場合：52（35％） 说“…来 ”のない場合：52（35％）
表 6 からわかるように、中国語の慣用語“对… 说 说来 ”における“…来 ”のない場合、
中国人学習者にお 说ける複合助詞「に対して」の誤用率は“…来 ”のある場合より高い。
具体的に言えば、誤用型Ⅲでは、“对 说 说…来 ”における“…来 ”のある場合、中級学習者
の誤用率が 21%、上級学習者が 18% 说であるのに対して、“…来 ”のない場合、中上級学習
者の誤用率が両方とも 35%に達した。つまり、中国人中上級学習者における誤用型Ⅲの誤
说用は“…来 ”のない場合のほうが顕著である。
表 5 と表 6 に現れた“对”のない場合と“对”のある場合及び中国語の慣用語“对…来
说”における“ 说…来 ”のある場合と“ 说…来 ”のない場合の誤用数の偏りを検定するた
めに、χ²検定を実施した。表 7 と表 8 が示しているのはχ²検定の結果である。
表 7 表 5 と表 6 に関するχ²検定の結果
誤用型 中級学習者 上級学習者
“对” なし 38（46.507） 22▽（46.715）Ⅰ
“对” あり 186（177.493） 203▲（178.285）
“对”なし 37▽（61.664） 46▽（60.21）Ⅳ
“对”あり 260▲（235.336） 244▲（229.79）
说“…来 ”あり 93▲（51.698） 80▲（49.206）Ⅲ
说“…来 ”なし 156▽（197.302） 157▽（187.794）
×2（5）=101.111, p<.01 Phi=0.257 （▲有意に多い、▽有意に少ない、p＜.05）
（ ）内は期待値
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表 8 表 7 におけるデータの調整された残差
誤用型 中級学習者 上級学習者
“对” なし －1.518 ns －4.4 ＊Ⅰ
“对” あり 1.518 ns 4.4 ＊
“对”なし －3.933 ＊＊ －2.287 ＊Ⅳ
“对”あり 3.933 ＊＊ 2.287 ＊
说“…来 ”あり 7.056 ＊＊ 5.367 ＊＊Ⅲ
说“…来 ”なし －7.056 ＊＊ －5.367 ＊＊
（＋p＜.10 ＊p＜.05 ＊＊p＜.01）
検定の結果、中級学習者における誤用型Ⅰを除いては、 “对”のない場合と“对”の
ある場合及び“ 说…来 ”のある場合と“ 说…来 ”のない場合の偏りは有意（p＜.05）であ
る。すなわち、中級学習者であるか上級学習者であるかに関わらず、“对”のない場合よ
り“对”のある場合のほうが誤用しやすく、“ 说…来 ”のある場合は“ 说…来 ”のない場合
ほど誤用しにくい。したがって、中国人中上級学習者における複合助詞「に対して」に関
する母語干渉の誤用傾向は以下のようにいえる。
●中級学習者と上級学習者ともに、 問題文の中国語訳に“对”のある場合と“…来
说”のない場合は、“对”のない場合と“ 说…来 ”のある場合より誤用しやすい。
4.1.3 中上級学習者における誤用傾向のまとめ
上述の検定結果をまとめると、中上級学習者における複合助詞「に対して」に関する
誤用の傾向は以下のようになる。
① 共通の誤用傾向：
●誤用型Ⅱ、Ⅴと比べると、誤用型Ⅰ、Ⅲ、Ⅳの誤用率が顕著である。
●誤用型Ⅱと誤用型Ⅴの誤用率が相対的に低い。
●中国語訳語“对”と“ 说…来 ”の有無による影響が大きい。
② 相違する誤用傾向：
●誤用型Ⅱと誤用型Ⅴでは、上級学習者より中級学習者の誤用率が高い。
次節では、4.2.1 で、誤用分析と誤用に関する対照分析の視点から、中上級学習者の誤
用における共通の誤用傾向の原因を明らかにする。4.2.2 で、中上級学習者の誤用におけ
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る相違する誤用傾向の原因を解明する。4.2.3 で、中級学習者における既習グループ（「に
対して」を学習したことがある学習者）と未習グループ（「に対して」を学習したことがな
い学習者）の誤用傾向及びその原因を考察する。
4.2 誤用型ごとに見た中国人中上級学習者の誤用傾向
中国人中上級学習者における複合助詞「に対して」の誤用に関する誤用傾向としては、
4.1 ですでに述べているとおり、共通の誤用傾向と相違する誤用傾向という二つがある。
本節では、なぜそのような誤用傾向になったかについて論じる。4.2.1 では、共通の誤用
傾向になった原因を明らかにし、4.2.2 では、相違する誤用傾向になった原因を究明する。
4.2.1 共通の誤用傾向
4.1.3 で示しているとおり、中国人中上級学習者における複合助詞「に対して」の誤用
に関する共通の誤用傾向は三つある。すなわち、①誤用型Ⅱ、Ⅴと比べると、誤用型Ⅰ、
Ⅲ、Ⅳの誤用率が顕著である、②誤用型Ⅱと誤用型Ⅴの誤用率が相対的に低い、③中国
語訳語“对 说”と“…来 ”の有無による影響が大きいという三つである。なぜこのような
共通の誤用傾向になったかについて、以下ではそれぞれ考察する。
4.2.1.1 誤用型Ⅰ、Ⅲ、Ⅳの誤用率の高さについて
中国人中上級学習者における複合助詞「に対して」の誤用型ごとの誤用率を図 2 に示す。
誤用型Ⅰ、Ⅲ、Ⅳの誤用率が高いことが明らかである。
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中級 25% 14% 23% 27% 9%
上級 25% 9% 22% 25% 2%
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
図 2 誤用型ごとの誤用率
4.2.1.1.1 言語間の要因
誤用型Ⅰ（格助詞「を」との誤用）、誤用型Ⅲ（複合助詞「にとって」との誤用）、誤用
型Ⅳ（複合助詞「について」との誤用）については先行研究で既に言及されている。そし
て、誤用型Ⅰ、Ⅲ、Ⅳが中国人学習者にとっては誤用しやすいものであることもそれぞれ
指摘されている。張（2001）は「にとって→に対して」「について→に対して」「に向かっ
て→に対して」という三つの誤用型について中国人学習者が誤用に陥りやすいということ
を述べている。横田（2006）では、「を→に対して」「に→に対して」「について→に対して」
「にとって→に対して」という四つの誤用型で中国人学習者が誤りやすいということが提
示されている。調査の結果を見ると、誤用型Ⅲ、Ⅳについては、張（2001）の指摘は当て
はまるが、誤用型Ⅴ（に向かって→に対して）については当てはまらない。そして、張（2001）
は誤用型Ⅰ（を→に対して）に全く言及していない。一方、横田（2006）の主張は誤用型
Ⅰ、Ⅲ、Ⅳに当てはまるが、誤用型Ⅱについては当てはまるとはいい難い。また、誤用型
Ⅰ、Ⅲ、Ⅳの誤用が顕著であるのは母語干渉によることはもとより、日中翻訳の習慣とも
かかわりを持っていると思われる。（6）～（8）の用例は調査で用いたものである。
（6 们应该 继 传统）○我 批判地 承 文化。／○ 们我 对传统 应该 继文化 批判地 承。
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この小説は当時の社会（○を/×に対して）鮮やかに描いている。
（7）○对于我 说来 乐登山是极大的快 。／○对于 乐我登山是极大的快 。 
僕（○にとって/×に対して）山登りはかけがえのない楽しみだ。
（8）○关于 还 虑找工作他 没有考 好。／○对于 还 虑找工作他 没有考 好。
就職（○について/×に対して）、彼はまだしっかり考えていない。
調査で用いた用例（6）と（8）のような誤用について、中級学習者であるか上級学習者
であるかに関わらず、中国語の介詞“对（于）”のある場合、誤用率が極めて高いのに対し
て、中国語の介詞“对（于）”のない場合は誤用率が相対的に低い。用例（7）については、
“对（于）”のあるかどうかの問題ではなく、中国語の慣用語と日本語の複合助詞との対応
に関する問題であると思われる。表 9 と表 10 はその傾向を示したものである。
表 9 母語干渉の傾向（1）
中級学習者 上級学習者誤用例
“对（于）”の
ある場合
“对（于）”の
ない場合
“对（于）”のある
場合
“对（于）”のな
い場合
（6） 87（58%） 13（8.7%） 106（70.7%） 9（6%）
（8） 84（56%） 10（6.7%） 65（43.3%） 15（10%）
表 10 母語干渉の傾向（2）
中級学習者 上級学習者誤用例
“对（于）…”
の場合
“对（于）…来
说”の場合
“对（于）…”
の場合
“对 说（于）……来 ”
の場合
（7） 58（38.7%） 29（19.3%） 46（30.7%） 22（14.7%）
表 9 からわかるように、“对（于）”のある場合、中級学習者であるか、上級学習者であ
るかに関わらず、“对（于）”のない場合より（6）（8）の誤用率が極めて高い。張（2001）
が指摘しているように、中国語を母語とする学習者は漢語語彙を優先的に使う傾向があり、
中国人学習者の頭では中国語の“对”イコール日本語の「に対して」というイメージが強
い。実際には、母語からの干渉（負の転移）はもとより、用例（6）と（8）のように日本
語を中国語に訳すとき、日本語の格助詞「を」、複合助詞「について」を使わなければなら
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ない場合、中国語の目的格だけではなく、文脈によって強調の意味合いを表す介詞“对（于）”
を使うことが少なくない。これについて、中国人学習者が十分な認識を持っていないため、
「を」か「について」を使うべきところに、翻訳上の常套手段に因り、複合助詞「に対し
て」を使ってしまうのではなかろうか。
表 10 が示しているとおり、中上級学習者における共通の誤用傾向として、“… 说来 ”の
ない場合の誤用が顕著である。中国語の慣用語として、“对 说（于）…来 ”は中国語の中で
介詞“对（于）…”と言い換える場合がある。しかも、“对 说（于）…来 ”における“･･･
说来 ”を省略することもできる。（7）の“○对于我 说来 乐登山是极大的快 。”と“○对于我
乐登山是极大的快 。”が互換可能なことはよい証拠である。しかし、日中両言語の対応関係
では中国語の介詞“对 说（于）…来 ”と対応できるのはただ日本語における「にとって」
と「には」にすぎない。“对 说（于）…来 ”は日本語の複合助詞「に対して」に対応してい
ない。中国人学習者の立場から見れば、中国語の介詞“对 说（于）…来 ”は“对（于）…”
と言い換えることができるのみならず、日本語の「にとって」とも対応している。しかる
に用例（9）のように中国語の介詞“对（于）…”は日本語の複合助詞「に対して」と対応
している。したがって、数学における推理のように中国語の介詞“对 说（于）…来 ”も日
本語の複合助詞「に対して」と対応しているかもしれないという推測より中国人学習者は
誤用してしまう可能性もあると考えられる。
（9）恐怖分子对 释政府提出了 放同伙的要求。 
テロリストは仲間の釈放を政府に対して要求した。 （小野 2005）
中国語の介詞“对（于）…”と慣用語“对（于）… 说来 ”の日本語の複合助詞「にとっ
て」「に対して」との対応関係は図 3 が示しているとおりである。
对 说（于）…来 にとって
对（于）… に対して
図 3 日中両言語の対応関係
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4.2.1.1.2 言語内の要因
中国人中上級学習者における複合助詞「に対して」に関する誤用の共通点（誤用型Ⅰ、
Ⅲ、Ⅳの誤用が顕著）の原因としては、言語間の要因（母語干渉）だけでなく、母語干渉
以外の要素（言語内の要因）もある。誤用型Ⅳの原因について、張（2001）は言語間の要
因だけではなく、言語内の要因もあると述べているが、誤用型Ⅰのような格助詞「を」と
の誤用については全く触れていない。しかし、実際には、「を→に対して」型の誤用に言語
内の影響がないわけではない。山下ほか（1994）が指摘しているように、“对”と「に対し
て」についての用例を調査すると、格助詞「を」と互換できる型も存在する。たとえば、
（10）がその例である。
（10）会場の周辺などでは、1500 人の警察が市民の抗議活動（○を／○に対して）警
戒している。 （作例）
（10）のようなヲ格と互換できる型の存否を理解せず、学習者が誤用してしまうのでは
ないかと考えられる。具体的にいえば、学習者が動詞「警戒している」のような活用述部
に十分な認識を持っていないからだといえる。普通の場合、ヲ格が要求する述部はヲ格動
詞であり、「動作、感情、態度」の「対象」を表す「に対して」が要求するのは距離感、全
体性のある述部である。
4
「警戒している」は他動詞（ヲ格動詞ともいう）として、格助
詞「を」の要求を満たすだけではなく、アスペクトの形で「動作の状態・態度」を表し、
「に対して」の要求も満たす。このような特別の状況の影響を受けて、学習者が弁別せず
それを普遍化させてしまう可能性が全くないとはいえないのではないか。
4.2.1.2 誤用型Ⅱ、Ⅴの誤用率の低さについて
二つ目の問題すなわち複合助詞「に対して」の誤用において、誤用型Ⅱ（格助詞「に」
との誤用）と誤用型Ⅴ（複合助詞「に向かって」との誤用）の誤用率が低いわけが何かに
ついて、筆者は以下のように考える。
複合助詞「に対して」の誤用における誤用型Ⅱの誤用率が低いというのは誤用型Ⅱのサ
ムの誤用率も低いというわけではない。表 11 からわかるように、複合助詞「に対して」の
誤用では、中級学習者でも上級学習者でも誤用型Ⅱの誤用率が低いのに対して、サムの誤
4 横田（2006），瀋（2009）参照。
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用と他の誤用での誤用率が高い。他の誤用について詳しく説明する必要があると考えられ
る。他の誤用というのは「に→を」「に→にとって」というように、格助詞「に」を使うべ
きところに格助詞「を」あるいは複合助詞「にとって」を使ってしまうという誤用を指す。
調査の問題文を設定したとき、誤用型Ⅱにおける問題文の選択肢を「を」「に」「にとって」
「に対して」という四つとしている。正解は格助詞「に」であるので、他の三つの選択肢
はすべて誤答である。その誤答率をサムの誤用率とする。複合助詞「に対して」の誤用率
を除いて、残った誤用率を他の誤用率とする。すなわち格助詞「を」と複合助詞「にとっ
て」の誤用率を指す。具体的にいえば、表 11 が示している他の誤用（中級が 57.2（38％）、
上級が 33.8（22%））は格助詞「を」の誤用と複合助詞「にとって」の誤用の合計である。
表 11 誤用型Ⅱ、Ⅴの誤用傾向
中級学習者 上級学習者誤
用
型
「に対し
て」の誤用
他の誤
用
サム誤用 「に対し
て」の誤用
他の誤用 サム誤用
Ⅱ 20.8
（14%）
57.2
（38％）
78.0
（52％）
13.2
（9％）
33.8
（22％）
47.0
（31％）
Ⅴ 12.8
（9％）
13.8
（8％）
26.2
（17％）
3.6
（2％）
6.6
（5％）
10.2
（7％）
図 4 は表 11 の結果を示したものである。
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誤用型Ⅱ、Ⅴの誤用傾向
0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
Ⅱ
Ⅴ
Ⅱ 14% 38% 52% 9% 22% 31%
Ⅴ 9% 8% 17% 2% 5% 7%
「に対して」の誤用 他の誤用 サム誤用 「に対して」の誤用 他の誤用 サム誤用
中級学習者 上級学習者
図 4 誤用型Ⅱ、Ⅴの誤用傾向
4.2.1.2.1 言語内の要因
日本語の学習者を必ずといっていいほど苦しめるのが、助詞の使い方である（高見 2004）。
格助詞「を」と「に」の使い分けは日本語の学習者一般にとっても一つの難点であるとい
えるだろう。張（2001）によれば、（11）のように格助詞「に」であるべきところを学習者
が格助詞「を」にしてしまう誤用現象は中国語を母語とする日本語学習者の間によく起こ
っているという。
（11）あんなやり方（○に／×を）絶対反対します。 （張 2001）
誤用の原因はさまざまあるのが当然であるが、誤用の現象だけから見れば、（11）におけ
る「反対する」のような動詞の前の「に」をよく「を」にしてしまう誤用は学習者の日本
語レベルとあまり関係がなく、どの段階の学習者の間も起こると思われる。表 11 と図 4
が示している傾向はそれを示しているのではないか。したがって、中国人学習者における
複合助詞「に対して」の誤用で、誤用型Ⅱ（格助詞「に」）の誤用率が低いのは、格助詞「を」
と「に」に関する混用の頻発と深く繋がっているのではないかと考えられる。
4.2.1.2.2 言語間の要因
図 4 が示しているとおり、誤用型Ⅱの誤用傾向と異なり、誤用型Ⅴの誤用傾向は複合助
詞「に対して」の誤用での誤用率が低いだけでなく、他の誤用での誤用率も低い。したが
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って、誤用型Ⅴの誤用率が低い原因は別の選択肢間の混用とかかわりを持っていないとい
える。では、その原因はいったい何であるか。これを解明するため、日本語の複合助詞「に
向かって」と中国語における相当する言葉との対応関係を考察しておかなければならない。
徐（2001）によれば、日本語の複合助詞「に対して」を中国語に訳すとき、“向着…”“面
向…”“面对…”“对着…”“对…”などの「方向」、「目を向ける」、「対象」を表す介詞にす
る場合があるという。本調査の問題文を設定するとき、「に向かって」に関する問題文はす
べて“对着…”と“面向…”（目を向ける）という意味の例文にしたため、「に向かって」
と中国語の対応関係を考察するとき、“向着…”“面对…”“对…”などの項目を対象外とす
る。
日本語では、複合助詞「に向かって」と「に対して」は「対象」を表す共通点があるた
め、対象を表すとき置き換えることができる。然るにこの理由のみで、学習者が「に向か
って」を使うべきところを「に対して」と誤りやすいとはいい難い。なぜなら、「に向かっ
て」と「に対して」の共通点より、相違点すなわち両方を置き換えることができない場合
のほうが多いためである。まして、中国語との対応関係にも多くのずれがある。例（12）
と（13）が示しているとおり、中国語における介詞“对着…”と“面向…”は日本語の複
合助詞「に向かって」と対応しているが、複合助詞「に対して」と対応していない。
（12）老人正对着 户教室的窗 坐着。
老人はまっすぐ教室の窓（○に向かって／×に対して）座っている。
（13）面向黑板而坐。
黒板（○に向かって／×に対して）座る。
4.2.1.3 中国語訳“对”、“来说”の有無による影響について
中国人学習者における複合助詞「に対して」の誤用の原因について、先行研究では母語
干渉ということが非常に強調されている。張（2001）は「中国語を母語とする学習者とあ
る程度話をすると、誰でもその漢語語彙を使いすぎる癖に気がつくことでしょう。つまり
似たような意味のことばで、漢語語彙と和語語彙とがあれば、たいてい優先して漢語語彙
のほうを使うのです」と述べている。小野（2005）は誤用の原因が明らかに母語干渉であ
る場合は、その点を踏まえた指導がより効果であると指摘している。瀋（2009）は、「中国
語と日本語が同じ漢字文化圏にあるので、同じ字形をしている漢字或いはよく似ている漢
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字が少なくない。その中には意味が全く同じであるものもあるが、ずれているもの、全く
異なるものもある」と述べている。瀋（2009）によれば、中国語の介詞“对”という漢字
は日本語の複合助詞「に対して」の「対」と字形がよく似ており、字形だけではなく、意
味・用法上の対応も見られ、「に対して」と“对”は対象を導く面で、かなり対応している
ようであるため、中国語母語話者は直感的に両者が意味・用法上すべて対応していると同
一視しやすいという。
では、中国人中上級学習者の誤用においては、どのような母語干渉の共通点があるのか。
その共通点の背後にはどのような原因があるのか。
用例（14）と（14）′及び（15）と（15）′は調査で用いた問題文である。（14）と（14）′
及び（15）と（15）′が示すように、中国語訳で“对”を使っても使わなくてもいい問題
文については同じ問題文の訳に“对”を付けたものと付けないものを設定した。調査では、
このような問題文を 12 問すなわち 6 ペア設定している。調査の結果を見ると、中級学習者
にせよ、上級学習者にせよ、中国語の介詞“对”のない場合、（14）と（15）のような用例
の誤用率が非常に低い。それに対して中国語の介詞“对”のある場合、（14）′と（15）′
のような用例の誤用が極めて顕著であり、誤用率が高い。つまり、中国人中上級学習者に
おける複合助詞「に対して」に関する誤用は中国語の介詞“对”からの影響が大きいため、
介詞“对”のある場合、中国人学習者が誤用しやすい。
（14 镜观 蚂蚁）用放大 察 。
虫眼鏡でアリ（×に対して／○を）観察する。
（14 镜）′用放大 对蚂蚁进 观行 察。
虫眼鏡でアリ（×に対して／○を）観察する。
（15 关 这 觉 议） 于 次离党事件，我并不 得不可思 。 
この離党事件（×に対して／○について）、私は不思議だとは思わない。
（15）′对这 觉 议次离党事件，我并不 得不可思 。 
この離党事件（×に対して／○について）、私は不思議だとは思わない。
図 5 を見ると、中級学習者と上級学習者が同じ誤用傾向を示していることがわかる。中
国語の介詞“对”のある場合は、中級学習者であるか上級学習者であるかに関わらず、“对”
のない場合より誤用しやすい。
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図 5 中国語訳“对”の有無による誤用率の違い
では、その共通点の背後にはどのような原因があるのか。これについて、4.2.1.1 で具
体的な例と結びつけながら既に言及しているが、さらに総合的に考察する必要があると思
われる。誤用型Ⅰは「を」を使うべきところに「に対して」を使ってしまうという誤用で
あり、誤用型Ⅳは「について」を使うべきところに「に対して」を使ってしまうという誤
用である。実際には、中国人中上級学習者における誤用は、格助詞「を」と複合助詞「に
対して」・「について」との間にどのような関係があるか、そして、この三つの語句が中国
語の介詞“对”とどのような対応関係があるのかと深く関わっている。
用例（16）と（17）が示すように格助詞「を」は複合助詞「に対して」、「について」の
両方と言い換えることができるケースがある。また、用例（18）が示すように複合助詞「に
対して」と「について」の間に置き換え可能な場合はないわけではない。
（16）日本（○を／○について）考える。 （柏崎 2007）
（16）′对 进日本 行思考。
（17）会場の周辺などでは、1500 人の警察が市民の抗議活動（○を／○に対して）警
戒している。 （（10）再掲）
（17 场 围）′在会 的周 ，有 1500 名警察在对 议 动进 备市民的抗 活 行戒 。
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（18）川端康成（○について／○に対して）興味がある。 （横田 2007）
（18）′对 兴川端端康成有 趣。
用例（16）のような「を」と「について」の言い換えができることについて、柏崎（2007）
は「考える」などの思考活動、「調べる」などの調査・研究・教育活動、「知る」などの認
知活動、「心配する」などの感情・感覚を表す動詞などにおいては、複合助詞「について」
だけではなく、格助詞「を」でも結びつけることができると述べている。
山下ほか（1994）が指摘しているように、“对”と「に対して」についての用例を調査す
ると、格助詞「を」と互換できる型も存在する。用例（17）がその例である。
横田（2007）では、「X に対して Y」における X が態度・感情の対象を表す場合は、「に対
して」「について」が同じ意味で使われ、置き換えることができると指摘されている。用例
（18）については、そのとおりである。
格助詞「を」と複合助詞「に対して」、「について」の間の関係の上では、中国語の介詞
“对”との対応関係も存在する。馬（2003）では、中国語の介詞“对”と日本語の複合助
詞の対応関係について詳しく論じている。馬（2003）によれば、中国語の介詞“对”のカ
汉语 词词バーする範囲は日本語の複合助詞「に対して」より広いという。《 常用虚 典》によ
れば、“对”の意味・機能には以下の五種類がある。
进动 为①引 作、行 的对象。（行為、動作の対象を持つものを導入する）
进动 为 关②引 作、行 的 系者。（行為、動作の関係を持つものを導入する）
③表示对待。（対処を表す）
④“对 说 这种结 谈论…来 ” 构，有把要 的对 单象 独提出 强调来并加以 的作用。（“对 说…来 ”
という構造は話題の対象を前にして強調する働きがある）
⑤“对 时 进动 为 标 动 较强”有 引 作、行 的方向或目 ，大致相当于“向”或“朝”。 作性 ，可
为动词以加“着”，后面一般跟行 。（“对”は動作、行為の方向あるいは目標を導入する
場合もある。この場合、“着”と一緒に使い、その後は行為動詞と接するのが通常であ
る。）
用例（16）と（16）′、（17）と（17）′及び（18）と（18）′では、中国語の介詞“对”
が日本語の格助詞「を」、複合助詞「について」「に対して」と対応していることがはっき
り示されている。
以上をまとめてみると、中国語の介詞 “对” は日本語の複合助詞「に対して」のみな
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らず、「にとって」「について」「に向かって」及び格助詞「を」「に」などとにも対応して
いる。
中国語の介詞“对”のある場合、中国人中上級学習者における複合助詞「に対して」に
関する誤用が顕著であることは上述の二重置換関係によるのではないかと考えられる。具
体的に言えば、格助詞「を」と複合助詞「に対して」、「について」という三用語が場合に
よっては互いに置き換えることができるうえに、中国語の介詞“对”とも言い換えること
ができるので、中国人中上級学習者がその共通点に惑わされ、その間の相違点（用例（14）
と（15）のようなもの）を見逃す傾向が生ずるのだろう。したがって、このような二重置
換関係が中上級学習者における誤用の共通点（中国語訳の“对”の有無による誤用率の違
い）の原因であるといえる。
また、上の中上級学習者における誤用の共通点を示す例としては、もう一つの状況があ
る。それは、中国語における慣用語“对 说 说…来 ”における“…来 ”の有無によって、誤
用率が異なるということである。4.1 における表 6 からわかるように、中国語の慣用語“对
说 说…来 ”における“…来 ”のない場合、中国人学習者における複合助詞「に対して」の
说誤用率は“…来 ”のある場合より高い。
表 6 が示しているように、誤用型Ⅲでは,“对 说 说…来 ”における“…来 ”のある場合、
中級学習者の誤用率が 21%、上級学習者が 18% 说であるのに対して、“…来 ”のない場合、
中上級学習者の誤用率が両方とも 35%に達している。つまり、中国人中上級学習者におけ
说る誤用型Ⅲの誤用は“…来 ”のない場合のほうが顕著である。図で示せば、図 6 のよう
になっている。
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図 6 说中国語訳“来 ”の有無による誤用率の違い
図 6 が示している中上級学習者における複合助詞「に対して」に関する誤用の共通点（中
級学習者・上級学習者ともに中国語訳“对 说”あるいは“来 ”の有無によって、誤用率が
異なる）の原因は、図 3 が示した日中両言語の対応関係すなわち中国語の“对 说…来 ”、“对
…”と日本語の複合助詞「に対して」「にとって」の間の相互対応関係による。これについ
ては、4.2.1.1.1 の部分で述べているので、ここで繰り返すまでもない。
4.2.1.4 結び
上述した中上級学習者における複合助詞「に対して」の誤用に関する共通の誤用傾向と
その傾向になった原因をまとめると、以下のとおりである。
第一点として、誤用型Ⅰ、Ⅲ、Ⅳの誤用が顕著であるのは母語干渉の原因だけでなく、
日中翻訳の習慣や中国語の介詞、慣用語と日本語の複合助詞などとの対応関係とも深く繋
がっていることがわかった。
第二点として、誤用型Ⅱと誤用型Ⅴの誤用率の低さは日本語の言語内における要因や日
中両言語間における意味対応のずれなどとかかわりをもつことも明らかにしてきた。
第三点として、中国語訳の有無による影響については、日本語の言語内と日中両言語の
間の二重置換関係のほか、中日両言語の介詞と複合助詞の対応関係も重要である。
中国語訳“来说”の有無による誤用率の違い
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4.2.2 相違する誤用傾向
中国人中上級学習者では、複合助詞「に対して」に関する誤用について、どのような相
違点があるのか。これについて、4.1 ですでに指摘している。本節で調査の結果をすり合
わせながら、考察を行う。
表 12 が示すように、複合助詞「に対して」の誤用における誤用型Ⅰ、Ⅲ、Ⅳでは、中級
学習者と上級学習者の間にあまり差がないのに対して、誤用型Ⅱと誤用型Ⅴでは、中級学
習者の誤用率は上級学習者より高い。その原因は何か。表 12 が示しているとおり、誤用型
Ⅱでは、中級学習者の誤用率が 14％であるが、上級学習者の誤用率は 9%にすぎない。また、
誤用型Ⅴでは、上級学習者の誤用率がわずか 2%にすぎないのに対して中級学習者の誤用率
が 9％に達した。換言すれば、誤用型ⅡとⅤでは、中級学習者と上級学習者の誤用傾向が
一致している（誤用型Ⅰ、Ⅲ、Ⅳと比べるとその誤用率がどちらも低いといえる）が、そ
の誤用の程度が異なっているのである。
表 12 中上級学習者における誤用の相違点
図 7 を見ると、中上級学習者におけるその誤用傾向の程度の差が明らかである。では、
その差は何によるか。言い換えれば、その背後にはどのような原因があるのか。
誤 用
型
中級学習者
「に対して」の誤用数・誤用率
上級学習者
「に対して」の誤用数・誤用率
Ⅱ 20.8（14％） 13.2（9％）
Ⅴ 12.8（9％） 3.6（2％）
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図 7 中上級学習者における誤用の相違点
4.2.2.1 「に→に対して」の誤用
上述した中級学習者における誤用傾向の程度の差を考察する前に、誤用型Ⅱ（に→に対
して）に関する先行研究を見る必要がある。
庵ら（2002）、小野（2005）、横田（2006）では、誤用型Ⅱ（に→に対して）について、
格助詞「に」の働き、「に」格動詞との関係及び動詞「対する」の意味合いなどの言語内の
視点から誤用型Ⅱの誤用の原因を分析しているが、言語内における格助詞「に」と複合助
詞「に対して」と言い換え可能な場合が多いということを指摘していない。そして、中国
人学習者の誤用の言語間（中国と日本語の対応関係）の原因にも言及していない。また、
庵ら（2002）、小野（2005）、横田（2006）では、研究の対象が中級学習者であるか、上級
学習者であるかは不明である、瀋（2009）の研究対象は上級学習者に限られている。
まず、言語内の原因として、（19）と（20）のように日本語の格助詞「に」と複合助詞「に
対して」は置き換え可能な場合が多いということを指摘しておきたい。
また、言語間の原因すなわち母語干渉における負の転移という要素についても考察しな
ければならない。（19）と（19）′及び（20）と（20）′は中国語と日本語の対応を示した
例である。
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（19）太郎は花子（○に／○に対して）言った。「あなたは実にすてきだ。」
（19）′太郎对 说花子 ：“实际上你很漂亮”。 
（20）国民は総理大臣の無責任な態度（○に／○に対して）抗議した。
（20）′国民对 负责 态 议首相不 任的 度表示抗 。
横田（2006）によれば、日本語では、格助詞「に」と複合助詞「に対して」の関係につ
いて、複合助詞「に対して」の意味分類によって、言い換えにくいものがあれば、言い換
え可能なものもあるという。すなわち、（19）と（20）のように「に対して」が態度･感情
の対象を表す場合、それを格助詞「に」に言い換えることができる。それに対して、小野
（2005）では、用例（21）と（22）のように動作主が対象に直接接触する動作を表す文に
おいては用いることができないとしている。中国人学習者特に中級学習者は格助詞「に」
と複合助詞「に対して」が置き換え可能であることはわかっているが、その両方の間の違
う働き特に「に」を使わなければならない（動作主が対象に直接接触する動作を表す場合）
場合について十分な認識を持っていないため、「に」を使うべきところに「に対して」を使
ってしまうのではないか。
（21）彼は大きな木（×に対して／○に）ぶつかった。
（22）展示品（×に対して／○に）触れないでください。
また、中国語と日本語の対応では、中国語の介詞“对”は日本語の複合助詞「に対して」
と対応しているのみならず、格助詞「に」とも一定の程度で対応している。（19）と（19）′
及び（20）と（20）′が示している例がその例である。中国語の介詞“对”と、日本語の
複合助詞「に対して」との対応関係について、馬（2003）は「中国の介詞“对”のカバー
する範囲は広く、日本語の複合助詞「に対して」のみならず、「に向かって」、「にとって」
及び格助詞「に」などにも対応している。」と述べている。そして、馬（2003）によれば、
（23）と（24）が示しているように、中国語の“对”を日本語に翻訳する際、格助詞「に」
で訳するのがふさわしいものと、「に対して」で訳するのがふさわしいものとがあるという。
用例（23）と（24）は馬（2003）によるものである。
（23 谁） 对美下得了手？
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日本語訳：美しいものに手を掛ける度胸のある人間はいないじゃないか。
（24 义）成 却对 们药我 房提出一整套要求。
日本語訳：ところが成義は、わたしたち薬坊に対して一連の要求を出してきた。
中国人学習者特に中級段階の学習者は中国語の介詞“对”のカバーする範囲が日本語の
複合助詞「に対して」より広いということと中国語の“对”を日本語に翻訳する際、「に」
と「に対して」両方ともふさわしいということを認識していないため、そして張（2001）
が指摘しているとおり、中国人学習者の頭では中国語の介詞“对”がイコール日本語の複
合助詞「に対して」というイメージが強いからこそ、（21）と（22）のような「に」を使う
べきところに「に対して」を使ってしまうという誤用を犯しがちなのではないかと思われ
る。
中級学習者における誤用型Ⅱの誤用傾向の原因をまとめると、以下の二点になる。
① 言語内の原因：学習者が格助詞「に」と複合助詞「に対して」の互換可能の状況を
認識しているが、その互換不可の状況を十分に認識していないということ。
② 言語間の原因：中国語の介詞“对”と日本語の複合助詞「に対して」の対応関係に
おける“对”のカバーする範囲が日本語の複合助詞「に対して」のみならず、格助
詞「に」にも対応していることを認識していないということ。
4.2.2.2 「に向かって→に対して」の誤用
中級学習者における誤用型Ⅴの誤用傾向の原因について、先行研究を踏まえながら考察
する。
張（2001）は「に向かって→に対して」型の誤用が存在するということを指摘している
が、瀋（2009）の作文調査の結果によると、197 例の誤用例の中で「に向かって→に対し
て」型の誤用がわずか一例にすぎないという。しかし、瀋（2009）における研究の対象は
中国語を母語とする上級日本語学習者に限っている。中級学習者の誤用状況について、管
見の限りでは、先行研究においては未だに言及されていないようである。実際に調査して
みれば、表12と図7が示しているように、中級学習者の誤用傾向ははっきり現われている。
その原因について、張（2001）は「に向かって」は 4 種類の意味を持っているが、「対面
するもの」を表す場合、中国語を母語とする学習者が「に向かって」の代りに間違って「に
対して」を使ってしまう誤用が多いと述べている。張（2001）によれば、用例（25）にお
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ける複合助詞「に向かって」は「対面するもの」を表すため、中国語の介詞“向” とは無
縁で介詞“对（着）”となるという。本研究では、張（2001）の論を検証するため、用例（25）
をやや変更し、（26）のような用例を使用し、中級学習者と上級学習者という二つのグルー
プを分け、それぞれ調査を行った。調査の結果は上級学習者では（26）のような誤用があ
まりないのに対して、図 7 が示しているとおり中級学習者でははっきり現われている。し
たがって、張（2001）における誤用型Ⅴ（に向かって→に対して）に関する誤用分析は中
国語を母語とする中級学習者のみに当てはまることが明らかになった。
（25）老人はまっすぐに屏風（×に対して／○に向かって）座っている。
中国語訳：老人正对着 风屏 坐着。 （張 2001）
（26）老人正对着 户教室的窗 坐着。
5
日本語訳：老人はまっすぐ教室の窓（×に対して／○に向かって）座っている。
しかし、筆者から見れば、中級学習者におけるこの誤用傾向は張（2001）が指摘してい
る点のみならず、学習者の学習段階とも深く繋がっていると思われる。中級学習者は複合
助詞「に対して」を学習しているが、複合助詞「に向かって」を未だに学習していない。
なぜなら、中国人中級学習者用教材には複合助詞「に向かって」の学習項目が設定されて
いないためである。山口（1993）によれば、中級段階の教材では、表 13 が示しているよう
に助詞相当語（すなわち複合助詞）における「について」や「に対して」などが採用され
ているが、複合助詞「に向かって」は採用されていないという。表 13 は山口（1993）の調
査
6
によるものである。
5例（24）は張（2001）の用例をやや変更し、本研究の調査で使用したものである。
6 この調査は中級段階の助詞（副助詞と助詞相当語）に関する調査である。中級教材は 90 年以降に出
版されたものすなわち『日本語中級読解入門』（アルク 1991）、『テーマ別 中級から学ぶ日本語』（研
究出版社 1991）『自然な日本語Ⅱ 中・上級用』（凡人者 1991）などを含む。
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表 13 中級教材の複合助詞（助詞相当語）
助詞相当語 997 語 中級読解 テーマ別 実用日本語 自然な日本語
によると 2 1 1 2 0
について 2 4 4 0 0
として 0 7 13 0 0
にとって 0 9 2 3 0
を通して 0 1 2 0 0
に対して 0 1 8 0 0
にもとづいて 0 1 0 0 0
に従って 0 1 1 0 0
によって 0 5 6 2 0
のもとで 0 0 2 0 0
に関して 0 0 1 0 0
にわたって 0 0 1 0 0
をめぐって 0 0 1 0 0
において 0 0 1 0 0
に伴って 0 0 2 0 0
にかけて 0 0 1 0 0
につれて 0 0 1 0 0
に応じて 0 0 1 0 0
とともに 0 0 2 0 1
と同時に 0 0 2 0 1
ただし、山口（1993）の調査で使用した教材は 20 年近く前のものである。では、現在
使用されている特に中国の大学や日本の専門学校で使用されている教材では、どうだろう
か。これについて、筆者は中国の大学の日本語教師と日本の専門学校の日本語教師の協力
を求め、簡単なインターネット調査を行った。調査で調べた中級教材は 1998 年以降に出版
された以下のものである。
（1） 语《留学日 ・ 级 语中 （下冊）》（外 教学与研究出版社 2002）
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（2） 编 语《新 日 ・ 级 语中 》（上海外 教育出版社 2009）
（3 语 连）《新大学日本 ・第三册》（大 理工大学出版社 2001）
（4）『みんなの日本語・中級』（スリーエーネットワーク 2008）
（5）『新日本語の中級本冊』（スリーエーネットワーク 2000）
調査の結果は山口（1993）の調査結果と一致している。その中で、動詞「向かう」と「向
く」という言葉が出てくるが、複合助詞「に向かって」という表現は現われていない。
表 14 が示しているのはその結果である。
表 14 中級教材の調査結果
中級学習者が複合助詞「に向かって」を学習していない事実から、中国人中級学習者が
複合助詞「に対して」と「に向かって」の使い分けが分かっていない現状が分かった。そ
れに対して上級学習者は複合助詞「に対して」と「に向かって」の両方を学習している
7
の
で、その両方の使い分けについて、中級学習者より多少詳しいと思われる。そのため、誤
用型Ⅴにおいては、上級学習者の誤用があまりないのに対して、中級学習者の誤用が明白
に現われたということができるのではないかと考えられる。
4.2.2.3 結び
上述したとおり、中国人中上級学習者における「に」と「に向かって」の代りに「に対
して」を用いる誤用の相違点（誤用型Ⅱと誤用型Ⅴでは、中級学習者の誤用率は上級学習
者より高い）の原因としては以下の 2 点があると考えられる。
① 母語干渉：中国人中級学習者の頭では、中国語の介詞“对”イコール日本語の複合
助詞「に対して」というイメージが強いということはもとより、上級学習者と比べ
ると複合助詞「に向かって」の意味合いへの認識が不足している。
7 中上級学習者に向けた『中上級日本語教科書文型索引』（砂川）と日本国際交流協会が行った日本語能
力試験における「試験の基準」の中に、複合助詞「に対して」と「に向かって」がともに出現している。
複合助詞 语留学日 编 语新 日 语新大学日本 みんなの日本語 新日本語
に対して 2 2 1 0 0
に向かって 0 0 0 0 0
- 52 -
② 習得段階の影響：中級学習者は日本語の複合助詞「に向かって」を学習していない
ため、それに関する知識がない。それに対して、上級学習者が複合助詞「に向かっ
て」を学習しているだけではなく、「に向かって」及び「に対して」と「向かって」
の区別に関する知識を持っている。
4.2.3 「に対して」の既習・未習について
中国人中級学習者を対象
8
とし、複合助詞「に対して」を学習しているかどうかという基
準にもとづいて、150 人の被調査者から 118 人
9
を抽出し、二つのグループ（「に対して」
の既習グループと「に対して」の未習グループ）に分ける。学習しているかどうかという
基準は主に学習者の学習時間と調査したときに使用していた教材から判断したものである。
具体的に言えば、以下の 2 点がある。
① 東南大学と徐州師範大学における二年生の日本語学習者を中級学習者の未習グル
ープとみなし三年生の日本語学習者を中級学習者の既習グループとみなす。本研
究での調査は 2010 年 9 月に行ったので、その時に、二年生の学習者は中級段階の
学習に入ったばかりであり、三年生の学習者は上級段階の学習に入ったばかりで
ある。（日本の新学期は 4 月であるが中国の新学期は 9 月である） そして、東南
大学と徐州師範大学の日本語教師によれば、その時の二年生は複合助詞「に対し
て」に、まだ接していないという。
② 東南大学と徐州師範大学における中級学習者の使用している教材は両方と
编 语も《新 日 》
10
（1～4 编 语冊）である。複合助詞「に対して」は《新 日 》の 4
冊目における第 3 課と第 9 課に取り上げられている。該当大学の日本語教師によ
れば、4 冊目は中級段階の後半であるという。換言すれば、二年生の学習者は三
年生になる直前に学習すべき項目であるという。
各グループの誤用状況を把握した上で、中級学習者の誤用傾向を検討する。その結果か
8 なぜ中級学習者だけを対象としたかというと、上級学習者では未習の状況が存在していないためであ
る。
9 学習経験についての条件を同じくするため、東南大学と徐州師範大学の中級学習者（日本での学習歴
のない学習者）のデータのみ使用する。
10 周平ほか（2009）《新编日语》上海外語教育出版社
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ら見ると、誤用が顕著である誤用型Ⅰ、Ⅲ、Ⅳにおける誤用率が学習者の学習状況すなわ
ち「に対して」を学習しているかどうかということによって異なるということがわかる。
表 15 が示しているのはその結果である。
表 15 既習・未習による誤用率の違い
誤用型 既習のグループ
平均誤用数・誤用率（44 人）
未習のグループ
平均誤用数・誤用率（74 人）
誤用型Ⅰ 12（27％） 18.7（25％）
誤用型Ⅲ 12.4（28％） 17.4（24％）
誤用型Ⅳ 12.6（29％） 17（23％）
4.2.3.1 習得段階の特徴
表 15 からわかるように、誤用が顕著である誤用型Ⅰ、Ⅲ、Ⅳでは、中級学習者におい
ての未習グループより既習のグループ
11
の誤用率が高い。常識から判断すると、既習のグ
ループより未習のグループのほうが誤用しやすいだろう。それでは、なぜ表 15 のような逆
の結果になってしまうのか。これを解明するため、第二言語習得理論における習得段階の
特徴を考察しておかなければならない。
森山（1996）によれば、第二言語習得理論には、回避段階、表出試行段階、習得段階の
三段階があり、初期では、まず回避行動が取られ、表出は既に習った表現などの定型表現
に限られるという。その結果、正答率は高いが表出数が少なくなる。次に表出に対する自
信や勇気が生まれてくると表出は次第に増加していくが、表出に誤りが多く、正答率は逆
に低下する。その後、表出が繰り返されながら正答率は次第に上昇し、習得が進んでいく。
第二言語習得理論を踏まえながら考察すると、中級学習者における未習のグループの学
習段階が回避段階に当てはまり、既習のグループの学習段階が表出試行段階と一致してい
るのではないかと考えられる。未習のグループでは、複合助詞「に対して」に関する知識
を全く持たないので、学習者の表出は既に学習した表現などの定型表現に限られる。それ
に対して、既習のグループでは、複合助詞「に対して」に関する知識を持っているので、
表出に対する自信や勇気が生まれてくると表出は次第に増加していくが、表出に誤り（誤
11 既習のグループは複合助詞「に対して」を学習したことがある中級学習者を指す。それに対して、未
習のグループは「に対して」を学習したことがない中級学習者を指す。
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用）が多く、正答率は逆に低下する。図 8 の U 形曲線が中級学習者における誤用傾向を映
し出しているのではないか。
回避段階 習得段階
未習のグループ
既習のグループ
表出試行段階
図 8 習得段階曲線
図 8 から中級学習者の誤用は習得段階と密接な関連があることがわかる。同じ中級学習
者であるが、複合助詞「に対して」を学習しているかどうかすなわち習得段階によって、
誤用状況が異なる。中級学習者における未習のグループが複合助詞「に対して」を学習し
ていないので、回避段階にあり、あまり表出しないのに対して、中級学習者における既習
のグループは複合助詞「に対して」を学習しているからこそ、学習者が積極的に表出し、
誤用が生じてしまうのではないかと考えられる。
4.2.3.2 介詞と複合助詞・格助詞に関する対応関係
中級学習者における誤用傾向（未習のグループより既習のグループの誤用が顕著）の原
因について、習得段階と密接な関連があることはもとより、日中両言語の対応関係と中級
日本語教材の設定の特徴とも深く関わっていると考えられる。前に述べたように、中級学
習者における誤用傾向（既習・未習）が現出しているのは誤用型Ⅰ、Ⅲ、Ⅳである。すな
わち（27）～（29）が示しているような「を→に対して」「にとって→に対して」「につい
て→に対して」という三つの型の誤用に関する中級学習者の誤用傾向である。
（27）学歴より彼は経験（×に対して／○を）重視する。
历中国語訳：○与学 相比他对经历 视 历 视经历更加重 。／○与学 相比他更加重 。
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（28）ぼく（×に対して／○にとって）山登りはかけがえのない楽しみだ。
中国語訳：○对于 乐我，登山是极大的快 。○对我 说来 乐，登山是极大的快 。 
（29）農村の生活様式（×に対して／○について）調べている。
中国語訳：○对农 进 调查 调查村的生活方式 行 。○正在 关有 农村的生活方式。
さて、（27）～（29）における中国の介詞“对 关（于）…”、“有 …”及び慣用語“对…来
说”は日本語の格助詞「を」、「に対して」「にとって」「について」とどのように対応して
いるか。馬（2003）によれば、中国語の介詞“对（于）…”のカバーする範囲は日本語の
複合助詞「に対して」より広いという。具体的な対応関係は図 9 が示しているとおりであ
る。
を
にとって 对 说…来
对（于）… について 关有 …
に対して
図 9 中日両言語の対応関係
図 9 からわかるように、用例（27）～（29）では、中国語の介詞“对（于）…”は日本
語の複合助詞「に対して」と対応するのみならず、「について」「にとって」及び格助詞「を」
とも対応する。それに対して、慣用語“对 说…来 ”は日本語の複合助詞「にとって」だけ
关と対応し、介詞“有 …”は日本語の複合助詞「について」と対応するにすぎない。
横田（2006）は、「中国語を母語とする学習者が「にとって」とすべき箇所に「に対して」
を使う間違いを犯すのは、「にとって」の中国語訳として“对 说…来 ”が使われるのも理由
の一つである」と述べている。そして、小野（2005）では、「について」「に対して」は、
关概ね“有 …”、“对（于）…”とそれぞれ対応しているが、「彼は自分の祖先について調べ
ている。」は“他正在对 进 调查自己的祖先 行 。”のように“对”が用いられることが多く、
このことが（29）において「に対して」が用いられる主な原因になっていると指摘されて
いる。確かに張（2001）が指摘しているとおり中国人学習者の頭では、中国語の介詞“对
（于）…”はイコール日本語の複合助詞「に対して」という図式化のイメージが強く、そ
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して日中両言語の対応関係特に図 9 が示しているようにその対応関係における中国の介詞
“对（于）…”と日本語の対応関係について十分な認識をもっていないため、「を」「にと
って」「について」を使うべきところに「に対して」を使ってしまうといえる。しかし、そ
れだけによって、中級学習者における誤用傾向（未習のグループより既習のグループの誤
用が顕著）は日中両言語の対応関係と関連性があるとはいえないだろう。実際には中級学
習者における誤用傾向（未習のグループより既習のグループの誤用が顕著）と日中両言語
の対応関係を繋げるために現段階中級学習者が使用している教材の特徴を考察する必要も
ある。
本の冒頭で述べたように、東南大学と徐州師範大学における中級学習者の使用している
编 语教材はともに《新 日 》（1～4 编 语冊）である。複合助詞「に対して」は《新 日 》の 4
冊目における第 3 課と第 9 課に編入されている。そこの日本語教師によれば、4 冊目は中
級段階の後半であるという。換言すれば、二年生（中級後半）の学習者は三年生（上級前
半）の学習者になる直前に学習すべき項目であるという。したがって、中級学習者におけ
る既習のグループの誤用は日中両言語の対応関係と関連性がある（母語干渉が生じやすい）
というのが事実である。さらにいえば、中級学習者における既習のグループの誤用は日中
両言語の対応関係と関連性があればこそ、中級学習者では、未習のグループより既習のグ
ループの誤用が顕著という誤用傾向が生じた。
4.2.3.3 結び
上述のように、中級学習者においては「に対して」未習の学習者より既習の学習者の誤
用率がやや高い。その原因としては二つ挙げられる。一つは、学習者の習得段階と密接な
関連があり、既習の学習者が表出試行段階にあるためであると考えられる。もう一つは、
中級学習者における既習のグループの誤用は日中両言語の対応関係と関連性があるため、
母語干渉が生じやすいということである。
4.3 調査用例ごとに見た中上級学習者の誤用傾向
これまで述べてきたのは、誤用型ごとに見た中国人中上級学習者における複合助詞「に
対して」の誤用に関する共通点と相違点である。使用したデータは調査で用いた問題文の
誤用数の平均値と各誤用型における誤用数の総和に関するχ²検定の結果である。平均値と
誤用数の総和から学習者における誤用の全体的な誤用傾向が見られるが、誤用例と誤用例
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の差異は見出しにくい。実際には、具体的な問題文によって、その誤用数や誤用率も異な
る。
調査で使用した 34 問の問題文から、3.2 の②で指摘した b と b ′及び c と c ′のよう
な特別の問題文（計 18 例）を排除した後の 16 問の問題文に関する誤用の特徴について、
考察する必要があると考えられる。以下はその 16 問の問題文である。
7.曾根は､昔の友達が自分（ ）敬遠していることに感づいていた｡
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
8.この小説は当時の社会（ ）鮮やかに描いている。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
9.彼はサッカー（ ）熱中している。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
10.私はここの事情（ ）まだあまり通じていない。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
11. 彼は配置転換の命令（ ）従う。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
12. 展示品（ ）触れないでください。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
13.彼は大きな木（ ）ぶつかった。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
20.危ないところを救ってくれた田中さんは私（ ）命の恩人だ。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
21.中国人（ ）餃子を作るのは簡単なことだ。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
28.私は環境問題（ ）話すつもりだ。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
29.彼は少子化社会（ ）論文を書くつもりだ。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
30.老人はまっすぐ教室の窓（ ）座っている。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
31.彼は祖国のある東の方（ ）お辞儀した。
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A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
32. 恵美子は鏡（ ）化粧をしている。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
33.机（ ）本を読む。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
34. 黒板（ ）座る。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
4.3.1 問題文による誤用率の違い
以下の表 16 が示しているのは調査で用いた誤用型ごとの問題文の誤用特徴である。一
言で言えば、同様の誤用型においても、問題文によって誤用状況が異なる。
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表 16 調査による各問題文の誤用特徴
誤用型 問題文 中級学習者 上級学習者
7 23（15.3%） 29（19.3%）Ⅰ
8 54（36%） 47（31.3%）
9 19（12.7%） 10（6.7%）
10 50（33.3%） 47（31.3%）
11 12（8%） 1（0.67%）
12 12（8％） 6（4%）
Ⅱ
13 11（7.3%） 2（1.3%）
20 18（12%） 12（8%）Ⅲ
21 13（8.7%） 11（7.3%）
28 9（6%） 4（2.7%）Ⅳ
29 12（8%） 8（5.3%）
30 11（7.3%） 0（0%）
31 10（6.7%） 1（0.67%）
32 20（13.3%） 8（5.3%）
33 11（7.3%） 7（4.7%）
Ⅴ
34 12（8%） 2（1.3%）
表 16 に現われた誤用の特徴を図で示せば、さらに明らかになると思われる。図 15 はそ
の特徴を示したものである。図 15 のようになる。
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図 10 中上級学習者における誤用例の特徴
図 10 を見れば、中級学習者・上級学習者ともに、誤用型Ⅰにおける 7 と 8 及び誤用型Ⅱ
における 9 と 10 の差異が顕著である。
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また、図 10 が示しているとおり、誤用型Ⅱにおける 11 から誤用型Ⅴにおける 34 までの
誤用傾向について、中級学習者では、各用例の誤用が多かれ少なかれ異なるが、その誤用
率は大体 6%～13.3%という範囲にある。それに対して、上級学習者では、各用例における
誤用の差異が大きい。特に上級学習者における誤用型Ⅴでは、30、31、34 の誤用率が極め
て低いのに対して、32 と 33 の誤用率が相対的に高い。
次節では、4.3.2 で、言語間の誤用分析の視点から、誤用型Ⅱにおける問題文の誤用特
徴の原因を明らかにする。4.3.3 で、言語内の誤用分析の視点から、誤用型Ⅴにおける問
題文の誤用特徴の原因を解明する。4.3.4 で、各問題文における全体的な誤用特徴を見い
たすためにχ²検定を実施する。
4.3.2 言語間の要因
誤用型Ⅱにおける問題文の誤用特徴の結果になったのは問題文に関する中国語訳文の
ヒントと深くかかわっていると思われる。次に、調査で用いた用例を結びつけながら考察
してみよう。
例（30）は誤用型Ⅰにおける 7、（31）が誤用型Ⅰにおける 8 を指す。（32）と（33）は
それぞれ誤用型Ⅱにおける 9 と 10 を指す。
（30）曾根看得出，往日的朋友在对 远自己敬而 之。
曽根は、昔の友達が自分（○を／×に対して）敬遠していることに感づいていた。
（31 这 说） 本小 对 时 进 动 绘当 的社会生活 行了生 的描 。
この小説は当時の社会（○を／×に対して）鮮やかに描いている。
（32）他对足球很入迷。
彼はサッカー（○に／×に対して）熱中している。
（33）我对这 还儿的情况 不太熟悉。
私はここの事情（○に／×に対して）まだあまり通じていない。
（30）と（31）は格助詞「を」を使うべきところに複合助詞「に対して」を使ってしま
うという誤用である。（32）と（33）は格助詞「に」を使うべきところに複合助詞「に対し
て」を使ってしまうという誤用である。中国語訳文のヒントから見れば、いずれも中国語
の介詞“对”を付けている。問題文の述部を見れば、動詞「敬遠する」と「描く」及び「熱
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中する」と「通じる」の間には、本質的な区別がない。
実際には、（30）における「曽根は、昔の友達が自分を敬遠していることに感づいていた。」
という日本語の文を中国語に訳すときは、“曾根看得出，往日的朋友在对 远自己敬而 之。”
という訳文になる。それに対して、（31）における「この小説は当時の社会を鮮やかに描い
这 说ている。」という日本語の文を中国語に訳すとき、“ 本小 对 时 进 动当 的社会生活 行了生
绘 这的描 。”という訳文だけではなく、“ 本 说 动 绘 时小 生 的描 了当 的生活。”という訳文も当
てはまる。前者では、中国語の介詞“对 时”を用い、目的格“当 的社会生活”を強調する
ニュアンスがある。後者では、中国語の基本語順（SVO）に従って、目的格を強調するニュ
アンスが失われる。両者の間には、微妙なニュアンスの違いがあるが、互いに置き換える
ことができる。
（32）と（33）についても同様である。（33）における「私はここの事情にまだあまり通
じていない。」という日本語の文を中国語に訳すとき、“我对这 还儿的情况 不太熟悉。”とい
这う訳文だけではなく、“我不太熟悉 儿的情况”という訳文も相応する。それに対して、（32）
における「彼はサッカーに熱中している。」という日本語の文を中国語に訳すとき、“他对
足球很入迷”と訳するほかはない。
中国人学習者が（31）と（33）に付けられた中国語訳文からの影響を受け、相応する置
き換えられる訳文があるため、介詞“对”が付けられない訳文の場合が日本語の格助詞「を」
と対応し、介詞“对”が付けられる訳文の場合が日本語の複合助詞「に対して」と対応す
るという誤解が中国人学習者の頭の中で生じてしまったのではないか。それに対して、（30）
と（32）における中国語訳文と置き換えられる訳文がないため、中国人学習者がそのよう
な対応関係からの影響を受けにくい。そのため、誤用型Ⅰと誤用型Ⅱにおいては、同じ誤
用型における誤用例の間の差異が顕著になったと考えられる。
4.3.3 言語内の要因
4.3.1 における表 16 が示したとおり、誤用型Ⅴ（「向かって」→「に対して」）の誤用に
ついても、具体的な用例によって、誤用率が異なるということが明らかになった。上級学
習者では、（34）の誤用を犯した学習者が 150 人の中で 1 人もいないのに対して、（35）の
誤用を犯した学習者が 8 人、（36）の誤用を犯した学習者が 7 人という結果が出たのはなぜ
だろうか。
4.2 での考察から、誤用型Ⅴでは、上級学習者が複合助詞「に対して」だけではなく、「に
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向かって」及び「に対して」と「向かって」の区別に関する知識を持っているので、中級
学習者ほど上級学習者の誤用が顕著ではないということがわかる。しかし、上級学習者に
おける各用例に関する誤用の不均衡という結果が出たのは、複合助詞「に対して」と述部
の間における共起関係からの影響によると考えられる。
（34）老人はまっすぐ教室の窓（×に対して／○に向かって）座っている。
中国語訳文：老人正对着 户教室的窗 坐着。
（35）恵美子は鏡（×に対して／○に向かって）化粧をしている。
中国語訳文：惠美子对着镜 妆子化 。
（36）机（×に対して／○に向かって）本を読む。
读书中国語訳文：伏案 。
庵ら（2002）が述べているように、複合助詞「に対して」は動作・感情・態度の向けら
れる対象を表す。その視点から見れば、複合助詞「に対して」と共起できる述部は動作・
感情・態度に限られる。用例（34）（35）（36）における述部はそれぞれ「座っている」「化
粧をしている」「本を読む」というものである。述部のみから見れば、複合助詞「に対して」
と共起できる
12
のは「座っている」ではなく、「化粧をしている」と「本を読む」である。
なぜなら、「化粧している」と「本を読む」という二つは動作に属しているが、「座ってい
る」が状態に属しているからである。
品詞から見れば、「座る」「する」「読む」はいずれも動作動詞である。その中で、「座っ
ている」と「化粧をしている」両方も動詞のアスペクト
13
の形式である。では、なぜ「化
粧をしている」は動作に属しているが、「座っている」が動作に属していないのか。「化粧
をしている」が動態の進行中を表しているのに対して、「座っている」が静態の進行中を表
しているためである。白川（2001）によれば、アスペクトの最も基本的な意味は、①動作・
出来事の継続（進行中）と②変化の結果の継続（結果残存）に大別できるという。これに
もとづいて判断すれば、「座っている」も「化粧をしている」も①動作・出来事の継続（進
行中）に属するに違いない。しかし、「座る」という動詞は瞬間に完成できる動作であるが、
「化粧をする」という動詞は瞬間に完成できず、一定の時間がかかる。したがって、「座っ
12 実際には複合助詞「に対して」と共起できる述部は、動詞である場合、大体「抗議する」や「反対す
る」などのような抽象動詞である。
13 白川（2001）によれば、アスペクトは開始、継続、終結などの出来事の局面を表す概念であるという。
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ている」が瞬間にその動作を完成した後の状態を表すのに対して、「化粧をしている」はそ
の持続の動作を表す。
座る（瞬間の動作）
座っている（静態の進行中）
化粧をする 化粧をする 化粧をする
化粧をする 化粧をする 化粧をする
化粧をしている（動態の進行中）
図 11 静態・動態のアスペクト
図 11 から見れば、述部としての「化粧をしている」が複合助詞「に対して」と共起する
ことが可能であるが、「座っている」が不可能であることがわかる。したがって、複合助詞
「に対して」と述部の間における共起関係は図 12 が示したとおりである。
× 座っている
に対して ○ 化粧をしている
○ 本を読む
図 12 共起の関係
上述の共起関係は中国人上級学習者に一定の影響を与え、共起不可能の場合、複合助詞
「に対して」を避け、共起可能の場合、相応な判断力を欠いた学習者が複合助詞「に向か
って」を使うべきところに「に対して」を使ってしまう可能性もあると考えられる。その
ため、150 人の調査では、例（34）（問題文 30）の誤用を犯した上級学習者が 0 であるが、
例（35）（問題文 32）と（36）（問題文 33）の誤用を犯す学習者が現われるという結果にな
ったのではないだろうか。
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4.3.4 χ²検定の結果
各問題文における中上級の誤用傾向の差異を客観的に見出すためにχ²検定を実施した。
検定した結果は表 16 の誤用傾向すなわち同様の誤用型においても、問題文によって誤用状
況が異なる。表 17 を見ると、誤用型Ⅰにおける問題文 7 と誤用型Ⅱにおける問題文 10 で
は、中級学習者の誤用数が上級学習者の誤用数より有意に少ない。すなわち、上級学習段
階になって逆に誤用率が上がる。誤用型Ⅱにおいて、中級学習者の誤用数について、問題
文 10 が有意に少ないのに対して、問題文 11 が有意に多い。誤用型Ⅴでは、中級学習者の
誤用数については、問題文 30、31、34 が有意に多い。上級学習者の誤用数については、30、
31、34 が有意に少ない。つまり、誤用型Ⅱにおける 11 及び誤用型Ⅴにおける問題文 30、
31、34 は、上級学習者になれば、誤用が少なくなる項目である。一方、誤用型Ⅰにおける
問題文 7、8、誤用型Ⅱにおける問題文 9、10、12、13、誤用型Ⅲにおける問題文 20 と 21、
誤用型Ⅳにおける問題文 28 と 29、誤用型Ⅴにおける問題文 32 と 33 は、上級段階になっ
ても誤用数が多いか上級段階でさらに誤用が多くなる項目である。これらについて、特に
重点的に日本語教育で指導すべきだと考えられる。
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表 17 調査問題文の誤用数・期待値
誤用型 問題文 中級学習者 上級学習者
7 23▽（31.39） 29▲（20.61）Ⅰ
8 54（60.97） 47（40.03）
9 19（17.506） 10（6.7）
10 50▽（33.3） 47▲（11.494）
11 12▲（7.848） 1▽（5.152）
12 12（10.866） 6（7.134）
Ⅱ
13 11（7.848） 2（5.152）
20 18（18.11） 12（11.89）Ⅲ
21 13（14.488） 11（9.512）
28 9（7.848） 4（5.152）Ⅳ
29 12（12.073） 8（7.927）
30 11▲（6.64） 0▽（4.36）
31 10▲（6.64） 1▽（4.36）
32 20（16.902） 8（11.098）
33 11（10.866） 7（7.134）
Ⅴ
34 12▲（8.451） 2▽（5.549）
×2（15）=37.704, p＜0.1 Phi=0.276 （▲有意に多い、▽有意に少ない、p<.05）
（ ）内は期待値
表 18 が示しているのは表 17 における誤用数の残差である。そこから見れば、同様の誤
用型においても、問題文によって誤用状況が異なることがさらに明白にわかる。
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表 18 表 17 における調査問題文の誤用数の残された残差
誤用型 問題文 中級学習者 上級学習者
7 －2.215 ＊ 2.515 ＊Ⅰ
8 －1.59 ns 1.59 ns
9 0.584 ns －0.584 ns
10 －1.982 ＊ 1.982 ＊
11 2.386 ＊ －2.386 ＊
12 0.556 ns －0.556 ns
Ⅱ
13 1.812 ＋ －1.812 ＋
20 －0.042 ns 0.042 nsⅢ
21 －0.636 ns 0.636 ns
28 0.662 ns －0.662 nsⅣ
29 －0.034 ns 0.034 ns
30 2.718 ＊＊ －2.718 ＊＊
31 2.095 ＊ －2.095 ＊
32 1.232 ns －1.232 ns
33 0.065 ns －0.065 ns
Ⅴ
34 1.967 ＊ －1.967 ＊
（＋p＜.10 ＊p＜.05 ＊＊p＜.01）
4.3.5 結び
前述したように、同じ型の誤用では、問題文ごとの誤用数と誤用率が異なる。なぜその
ような結果になったかというと、中国語訳文には、他の訳文と置き換え可能な場合もあれ
ば、他の訳文と置き換え不可能な場合もあるためである。具体的にいえば、用例（30）と
（32）のような他に置き換えられる訳文がない場合、中国人学習者が誤用しにくいのに対
して、用例（31）と（33）のような他の訳文がある場合、中国人学習者が誤用しやすい。
また、誤用型Ⅴについて、上級学習者では、（34）の誤用を犯した学習者が 150 人の中
で 1 人もいないのに対して、（35）の誤用を犯した学習者が 8 人、（36）の誤用を犯した学
習者が 7 人である。このような結果になったのは複合助詞「に対して」と述部の間におけ
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る共起関係によると考えられる。
そのほか、検定の結果より、誤用型Ⅰにおける 7 と誤用型Ⅱにおける 10 の問題文の誤
用のように、上級学習段階になって逆に誤用数が上がる項目及び誤用型Ⅱにおける 9と 12、
誤用型Ⅴにおける 32 と 33 のように、上級学習段階になっても誤用が多い項目も注目され
る。
4.4 まとめ
本章の考察から、中国人中上級学習者における複合助詞「に対して」の誤用に関する共
通点と相違点、同じ誤用型における調査用例の特徴及びそれらの背後に潜む原因が明らか
になった。これらの共通点と相違点特に共通点における誤用型Ⅰ、Ⅲ、Ⅳの誤用の顕著さ
と調査で用いた各問題文における中上級の誤用傾向について、日本語教育で注意すべきで
はないかと考えられる。
① 誤用型Ⅰ、Ⅲ、Ⅳについて、誤用が顕著であること、上級になってもその誤用が
直らないという共通の傾向があることを踏まえ、目標言語の日本語の視点のみな
らず、母語の中国語の視点からも重点的に指導すべきだと思われる。たとえば、
次のような誤用例である。
・この小説は当時の社会（×に対して／○を）鮮やかに描いている。 （Ⅰ 8）
・中国人（×に対して／○にとって）餃子を作るのは簡単なことだ。 （Ⅲ 21）
・私は環境問題（×に対して／○について）話すつもりだ。 （Ⅳ 28）
② 誤用型Ⅱ、Ⅴについては、誤用が比較的少ないが、調査で用いた問題文ごとに見
た場合、上級になっても誤用が中級と同程度、あるいは中級より多い項目が見ら
れ、そのような例について重点的に教えるべきだと考えられる。
・ 彼はサッカー（×に対して／○に）熱中している。（Ⅱ 9）
・ 私はここの事情（×に対して／○に）まだあまり通じていない。（Ⅱ 10）
・展示品（×に対して／○に）触れないでください。（Ⅱ 12）
・恵美子は鏡（×に対して／○に向かって）化粧をしている。（Ⅴ 32）
・机（×に対して／○に向かって）本を読む。（Ⅴ 33）
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第 5 章 結論
本研究では、日本語教育における複合助詞「に対して」の誤用に関して母語干渉と習得
段階という二つの視点から中国人中上級学習者における誤用の共通点・相違点を明らかに
し、それらの原因を考察した。本章では、各章の論点を改めてまとめ、今後の課題を提示
することによって、新たな複合助詞の誤用研究への展望を示したい。
5.1 本研究のまとめ
本研究では、先行研究を踏まえ、質問紙調査を通して、中国人学習者における複合助詞
「に対して」に関する誤用の現状を把握した。その上で、中級学習者と上級学習者におけ
る誤用の共通点と相違点を見出した。それを次の表 19 に示す。
表 19 中上級学習者における誤用の共通点・相違点
中級学習者 上級学習者
① 「を→に対して」「にとって→に対して」「について→に対して」と
いう三つの型の誤用が顕著
② 「に→に対して」「に向かって→に対して」という二つの型の誤用
率が低い
③ 母語干渉（中国語からの影響）の傾向が顕著
共通点
④ 同じ型の誤用においては、問題文によって誤用が異なる
① 「に→に対して」と「に向か
って→に対して」の誤用率が
やや高い
「に→に対して」と「に向かって→
に対して」の誤用率がやや低い
相違点
② 同じ型の中での各用例の誤用
が相対的に均衡
同じ型の中での各用例の誤用が不
均衡
次に、誤用の原因をまとめると、言語内の要因による誤用と言語間の要因による誤用が
ある。具体的にいえば、以下のとおりである。
①言語内の原因： 習得段階の影響、日本語の言語内における要因
②言語間の原因：日中両言語間における意味対応のずれ、日中翻訳の習慣
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上記のように、中国人中上級学習者における複合助詞「に対して」に関する誤用を考察
することにより、中国人学習者に存在する誤用傾向とその原因が明らかになった。
日本語教育の視点から注目すべき中国人学習者の「に対して」に関する誤用の特徴とし
て、二つある。一つは、誤用型Ⅰ「を→に対して」、Ⅲ「にとって→に対して」、Ⅳ「につ
いて→に対して」について、誤用が特に顕著であり、しかも上級学習者になっても直らな
い傾向があることである。もう一つは、調査で用いた各問題文の中で上級段階になっても
誤用が多い項目があることである。これらについては、日本語教育で特に重点を置いて指
導すべきではないかと考えられる。
5.2 今後の課題
以上、質問紙調査という手段を通して中国人中上級学習者における複合助詞「に対して」
に関する誤用の傾向を見出し、言語内の要因と言語間の要因（母語干渉）という視点から
考察した。考察の結果によって、これまでの研究において未だ触れられなかった中級学習
者と上級学習者における誤用の共通点・相違点及びそれらの原因が明らかになった。
ただし、日本語の複合助詞の研究では、中国人学習者の誤用の研究について、まだ数多
くの課題が残されている。その主なものを示せば、まず、「にとって」と「には」、「として」
と「に対して」などの混用について、学習者の日本語レベルごとに検討する必要がある。
また、学習者の習得段階との関係について、縦断的研究すなわち追跡調査を通しての研究
を行う必要があると考えられる。
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付録
调查请求: 东 际 为 进 问 调查我是日本 北大学国 文化研究科的学生。因 研究需要，要 行一次 卷 。
调查为 记 调查 绝 隐希望大家能予以配合。本 无 名 ， 不会侵犯到个人 私。收集的数
仅据和信息 用于研究。（2010 年 3 过调查 给月接受 的各位希望能再次 予配合。）
調 査 票
● 请 项填写以下各 ：
龄①年 ： 岁 ②性别： ③母語： 语
现 专业④ 在所学 → （Ａ. 语专业日 语专业Ｂ．非日 ）
专业大学主修 → 语专业（Ａ．日 语专业Ｂ．非日 ）
⑤身份：本科  级年 ／研究生院 级年
进修生（日本の研究生） 级年 ／其他
级阶 语 师⑥中 段的日 老 主要是→ （Ａ．中国人 Ｂ．日本人 Ｃ．中国人和日本人）
语 习⑦日 的 得地点→ （Ａ．中国 每年（ 周 时小 ）Ｂ．日本 每年（ 周 小
时）） （注： 话请 线两者均有的 在横 上填上 AB 话，只有一方的 填上 A 或 B）
总⑧ 计 语 习时间日 学 → （Ａ．600 时小 左右 Ｂ．900 时小 左右 Ｃ．1000 时小 以上）
现阶 语⑨ 段日 水平→ （ 级Ａ．中 级Ｂ．高 ）
（ 标注（判断 准）→ 级中 ： 语进 简单应 应能用日 行 答， 对 谈 边一些通常性的状况， 一些身 的
话题。 级高 ： 语进 详细说 应能用日 行 明和表达， 对 谈 种 样 话题一些异常状况， 各 各 的 。） 
经 语 级 际 语 试⑩已取得或已 达到日 等 （国 日 能力考 ）→  （Ａ．1 級 Ｂ．2 級）
● 请 汉语 认为 选项参照 在括号里填入你 最恰当的 。 
Ⅰ 1. 历与学 相比他对经历 视更加重 。
学歴よりも彼は経験（ ）重視する。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
2. 历 视经历与学 相比他更加重 。
学歴よりも彼は経験（ ）重視する。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
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3. 们应该 继 传统我 批判地 承 文化。
われわれは伝統文化（ ）批判的に継承すべきだ。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
4. 们我 对传统 应该 继文化 批判地 承。
われわれは伝統文化（ ）批判的に継承すべきだ。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
5. 镜用放大 对蚂蚁进 观行 察。
虫眼鏡でアリ（ ）観察する。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
6. 镜观 蚂蚁用放大 察 。
虫眼鏡でアリ（ ）観察する。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
7.曾根看得出，往日的朋友在对自己敬而远之。
曾根は､昔の友達が自分（ ）敬遠していることに感づいていた｡
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
8.这 说本小 对 时 进 动 绘当 的社会生活 行了生 的描 。
この小説は当時の社会（ ）鮮やかに描いている。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
Ⅱ 9.他对足球很入迷。
彼はサッカー（ ）熱中している。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
10.我对这 还儿的情况 不太熟悉。
私はここの事情（ ）まだあまり通じていない。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
11. 调动他服从工作 。
彼は配置転換の命令（ ）従う。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
12.请勿触摸展品。
展示品（ ）触れないでください。
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A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
13. 树他撞到了一棵大 。 
彼は大きな木（ ）ぶつかった。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
Ⅲ 14.对 亚 关 变于日本，和 洲各国的 系 得越来越重要了。
日本（ ）アジアの国々との関係はますます重要になる。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
15.对 说 亚 关 变于日本来 ，和 洲各国的 系 得越来越重要了。
日本（ ）アジアの国々との関係はますます重要になる。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
16.对 乐于我，登山是极大的快 。 
ぼく（ ）山登りはかけがえのない楽しみだ。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
17.对 说 乐我来 ，登山是极大的快 。 
ぼく（ ）山登りはかけがえのない楽しみだ。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
18.对 这于本公司， 份文件非常重要。 
本社（ ）この書類は重要なものである。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
19.对 说 这本公司来 ， 份文件是非常重要的。 
本社（ ）この書類は重要なものである。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
20. 难 际救我于危 之 的田中先生是我的救命恩人。
危ないところを救ってくれた田中さんは私（ ）命の恩人だ。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
21.对 说 饺中国人来 ，包 子是一件很容易的事。
中国人（ ）餃子を作るのは簡単なことだ。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
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Ⅳ 22. 调查 关农正在 有 村的生活方式。
農村の生活様式（ ）調べている。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
23.对农 进 调查村的生活方式 行 。
農村の生活様式（ ）調べている。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
24.对 还 虑于找工作，他 没有考 好。
就職（ ）、彼はまだしっかり考えていない。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
25.关 还 虑于找工作，他 没有考 好。
就職（ ）、彼はまだしっかり考えていない。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
26.对这 觉 议次离党事件，我并不 得不可思 。 
この離党事件（ ）、私は不思議だとは思わない。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
27.关 这 觉 议于 次离党事件，我并不 得不可思 。 
この離党事件（ ）、私は不思議だとは思わない。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
28. 讲关 环 问题我打算 于 境的 。
私は環境問題（ ）話すつもりだ。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
29. 关 论他打算写一篇 于少子化社会的 文。
彼は少子化社会（ ）論文を書くつもりだ。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
Ⅴ 30.老人正对 户着教室的窗 坐着。
老人はまっすぐ教室の窓（ ）座っている。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
31.他对 东着祖国所在的 方鞠了一躬。
彼は祖国のある東の方（ ）お辞儀した。
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A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
32.惠美子对 镜 妆着 子化 。
恵美子は鏡（ ）化粧をしている。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
33. 读书伏案 。
机（ ）本を読む。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
34.面向黑板而坐。
黒板（ ）座る。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
